
一
九
八
八
年
・
八
九
年
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
東
南
隅
の
南
北
溝
状

土
坑
S
D
四
七
五

0
か
ら
、
三
万
五
千
点
に
及
ぶ
木
簡
、

い
わ
ゆ
る
長
屋
王
家

木
簡
が
出
土
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
約
三

0
年
に
及
ぶ
平
城
宮
・
京
の
調
査
で
出

土
し
た
木
簡
が
約
三
万
三
千
点
、
そ
れ
以
外
の
全
国
の
も
の
が
三
万
二
千
点
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
万
五
千
点
と
い
う
数
字
が
い
か
に
驚
異
的
な
も

の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
た
だ
、
長
屋
王
家
木
簡
の
重
要
性
は
、
そ
の
点
数

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
邸
宅
内
の
流
れ
た
痕
跡
の
な
い
閉
じ
た
遺
構
の
遺
物
で

あ
る
こ
と
、
し
か
も
年
代
的
に
和
銅
か
ら
霊
亀
と
い
う
ご
く
限
ら
れ
た
年
代
の

一
括
遺
物
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
邸
宅
内
で
木
簡
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
廃
棄
さ
れ
た
か
を
、
全
体
と
し
て
把
握
し
得
る
よ
う
な
資
料
で
あ

る
点
で
、
長
屋
王
家
木
簡
は
ま
こ
と
に
貴
重
な
史
料
群
と
い
え
よ
う
。
邸
宅
外

の
遺
構
で
あ
り
、
流
れ
た
痕
跡
は
な
い
も
の
の
厳
密
に
は
廃
棄
元
を
限
定
で
き

な
い
二
条
大
路
木
簡
と
比
較
す
る
と
、
長
屋
王
家
木
簡
は
よ
り
純
粋
な
史
料
群

は

し

が

き

削
屑
か
ら
み
た
長
屋
王
家
木
簡

二
条
大
路
木
簡
と
比
較
し
た
場
合
の
長
屋
王
家
木
簡
の
特
徴
と
し
て
も
う
一

つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
長
屋
王
家
木
簡
の
削
屑
の
残
り
の
良
さ
で
あ
る
。

点
数
的
に
は
二
条
大
路
木
簡
は
長
屋
王
家
木
簡
の
二
倍
以
上
、
削
屑
に
限
る
と

長
屋
王
家
木
簡
二
万
九
千
点
に
対
し
、

二
条
大
路
木
簡
六
万
一
千
点
と
、
遥
か

に
凌
駕
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
字
の
読
め
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

試
み
に
木
簡
概
報
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
上
木
簡
概
報
」、

以
下

「平
城
木
簡
概
報
」
と
略
称
）
掲
載
の
点
数
を
比
較
す
る
と
、
長
屋
王
家
木

簡
は
削
屑
一
千
七
百
点
余
り
（
『
平
城
木
簡
概
報
」
二
八
）
、

二
条
大
路
木
簡
は
二

千
百
点
弱
（
「
平
城
木
簡
概
報
」
――
10・

1＝
二
こ
―
―
――
-
）
と
そ
の
差
は
縮
ま
る
。

『
平
城
木
簡
概
報
』
は
、
長
屋
王
家
木
簡
と
二
条
大
路
木
簡
の
削
屑
に
つ
い
て

は
、
四
文
字
以
上
釈
読
で
き
る
も
の
は
全
て
収
録
し
、
三
文
字
以
下
で
も
内
容

的
に
重
要
と
判
断
し
た
も
の
は
適
宜
掲
載
す
る
と
い
う
編
集
方
針
を
と
っ
た
か

ら
、
有
意
の
比
較
が
可
能
な
数
字
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
木
簡
を
整
理
し

て
い
る
と
、

二
条
大
路
木
簡
の
削
屑
は
一
点

一
画
と
い
っ
た
細
か
な
も
の
が
多

い
の
に
対
し
、
長
屋
王
家
木
簡
の
削
屑
は
比
較
的
形
の
大
き
い
も
の
が
多
い
と

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

渡

辺

晃

宏

224 



削屑からみた長屋王家木簡

1

デ
ー
タ 長
屋
王
家
木
簡
の
削
屑
の
概
要

デ
ー
タ
の
均
質
性
に
鑑
み
て
、
『
平
城
木
簡
概
報
」
二
八
を
考
察
の
素
材
と
し

て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
長
屋
王
家
木
簡
の
削
屑
の
釈
文
の
引
用
は
全
て
こ
れ

に
よ
る
こ
と
と
し
、
掲
載
頁
を

一
三
中
（

ニ
ニ
頁
中
段
の
意
）
の
如
く
記
し
、
概

報
の
号
数
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
削
屑
以
外
の
計
一
七
の
型
式
の

木
節
を
、
削
屑
と
対
比
す
る
意
味
で
狭
義
に
木
闇
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。

長
屋
王
家
木
簡
三
五
一二
三
八
点
の
う
ち
、
削
屑
は

二
九
0
四
七
点
、
八
ニ・

二
％
を
占
め
る
。
こ
の
割
合
は
、
考
課
木
簡
を
中
心
と
す
る
平
城
宮
式
部
省
の

つ
い
て
は
、
既
に
「
平
城
京
木
簡
」

一
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

表 1 長屋王家木簡の

木簡 ・削屑比率

11 

図l

Tl 

TH 

TG 

Tf 

TE 

TD 

TC 

TB 

SD4750平面図

地区 木 簡 削屑 点数

B地区 20.2% 79.8% 4382 

C地区 14.4% 85.6% 9789 

D地区 19.8% 80.2% 3538 

E地区 15.0% 85.0% 5051 

F地区 19.0% 81.0% 4542 

G地区 24.9% 75.1% 2310 

H地区南 19.8% 80.2% 1632 

H地区北 11.8% 88.2% 1274 

I地区 24.6% 75.4% 993 

J地区 32.0% 68.0% 772 

全体 17.8% 82.2% 35338 

『
平
城
木
簡
概
報
」
二
八
で
初
め
て
採
用
し
た
も
の
で
、
数
量
的
な
分
析
が
行

え
る
よ
う
に
、
と
の
見
通
し
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
長
屋
王
家
木
簡
は
、
削

ま
た
と
な
い
素
材
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
視
点
を
生
か
し
つ
つ
、
削
屑

か
ら
長
屋
王
家
木
簡
の
全
体
像
を
考
え
て
み
よ
う
、
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
く
小

考
で
あ
る
。

な
お
、
長
屋
王
家
木
簡
の
う
ち
南
端
の
一―-m
分
の

T
B
-
―
地
区
出
土
分
に

屑
そ
の
も
の
の
形
成
過
程
、

つ
ま
り
木
簡
の
廃
棄
・
再
利
用
を
考
え
る
上
で
も

四
文
字
以
上
釈
読
で
き
る
木
簡
を
全
て
収
録
す
る
と
い
う
編
集
方
針
は
、

い
う
印
象
が
強
い
。

木
簡
な
ど
特
殊
な
も
の
を
除
く
と
、

路
木
簡
で
は
北
側
の

S
D
五
一―
1
0
0
が
八
四

・
ニ
％
、
南
側
の

S
D
万

一
0
0

が
八
一

・
O
%
で
、
長
屋
王
家
木
簡
の
削
屑
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
中
間
の
数
値

を
示
す
。
三

m
幅
の
地
区
ご
と
に
示
す
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

木
簡
全
体
（
「
削
屑
」
＋
「
木
簡
」）
に
占
め
る
削
屑
の
割
合
は
遺
構
全
体
で
均

区
•
E

地
区
な
ど
と
称
す
る
）
に
顕
著
な
よ
う
に

、

木
簡
全
体
の
点
数
が
増
え
る

と
削
屑
の
占
め
る
割
合
も
増
大
し
て
い
る
。
地
区
ご
と
に
み
た
場
合
の
木
簡
全

一
で
は
な
く
、

T
C
-
―
地
区
や

T
E
-
―
地
区

（以
下
、

T
を
省
き
、

C
地

一
般
的
な
数
値
と
い
っ
て
よ
い
。

二
条
大
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政
関
連
機
関
へ
の
符
（
三
中
）
が
あ
る
。

体
の
点
数
の
ピ
ー
ク
と
、
削
屑
の
割
合
の
ピ
ー
ク
が
対
応
し
て
い
て
、
木
簡
点

数
の
増
加
は
削
屑
の
点
数
の
増
大
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（三
上
）
に
顕
著
な
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
家
政
機
関
内
の
組
織
、
ま
た
は
そ

の
職
員
の
解
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
に
多
数
み
え
る
御
田

・
御
薗
か
ら
の
解
の
書

移
の
削
屑
は
三
点
（
―

-四
点
）
し
か
な
い
。
口
炊
司
移
（
三
中
）
、
家
令

等
移
（
＿―-
中
）
に
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
解
同
様
家
政
機
関
内
の
組
織
、
な

い
し
そ
の
職
員
の
移
と
み
ら
れ
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な
、
家
政
機
関

(
I
系
統

の
家
政
機
関
）
内
の
や
り
と
り
に
移
を
用
い
た
木
簡
の
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。(1
)
 

さ
ら
に
も
う
一
っ
重
要
な
の
は
、
木
簡
に
多
数
見
ら
れ
る

Il
系
統
の
家
政
機
関

か
ら
の
移
や
、
邸
外
か
ら
の
移
の
削
屑
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
長
屋

符
の
削
屑
は

一
六
点
（
二
五
点
）
あ
る
。
「
大
命
」
（
＿―
-
中
）
や
「
長
屋

親
王
御
命
」
（
三
中
）
な
ど
、
家
政
機
関
の
本
主
の
符
、
片
野
な
ど
邸
外
の
家

木
簡
の
点
数
に
比
べ
る
と
、
削
屑
の
点
数
が
少
な
く
、
木
簡
に
多
数
あ
る
家

政
機
関
な
い
し
そ
の
職
員
宛
の
符
が
な
い
点
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
着

H

す
る
と
、
大
命
を
伝
え
る
符
の
削
屑
は
木
簡
に
多
数
あ
る

II
系
統
の
家
政
機
関

か
ら
の
符
で
は
な
く
、
左
京
―
―
一
条
二
坊
の
邸
宅
内
に
い
る
本
主
の
大
命
を

I
系

統
の
家
政
機
関
の
家
令
職
員
が
奉
ず
る
符
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
邸
内
の
家
政
機

関
か
ら
の
発
給
簡
の
削
屑
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
木
簡
に
な
い

「
長
屋
親
王
大
命
」
の
符
が
あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
移

．
符

を
通
じ
て
、
木
簡
に
多
数
存
在
す
る

II
系
統
の
家
政
機
関
か
ら
の
来
簡
の
削
屑

が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
重
要
な
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

簡
の
削
屑
は
一
―
―
―
点
（
八
0
点
）
あ
る
。
御
田

・
御
園
か
ら
の
進
上
状
、
国
郡

か
ら
の
進
上
状
が
見
ら
れ
る
。
御
田

・
御
薗
の
名
ま
え
の
み
え
る
削
屑
や
、
大

根

・
苦

・
阿
射
美

・
蓮
葉
な
ど
の
野
菜
類
と
そ
の
数
量
の
み
え
る
削
屑
な
ど
、

本
来
こ
の
タ
イ
プ
の
進
上
木
簡
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
削
屑
は
こ
の
他
に

も
多
数
あ
る
。
但
し
、
木
簡
の
点
数
に
比
べ
る
と
多
い
と
は
い
え
な
い
。

⑦
文
書
木
簡
の
断
片

以
上
、
文
書
木
簡
の
削
屑
に
つ
い
て
の
知
見
を
整
理
し
て
お
く
と
、

a
文
書

木
簡
の
削
屑
は
計
五

0
点
程
度
で
少
な
い
。

b
I
の
家
政
機
関
内
部
で
や
り
と

り
さ
れ
た
文
書
木
簡
の
削
屑
、
及
び

I
系
統
の
家
政
機
関
の
発
給
簡
の
削
屑
が

）
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

③
符

片
が
数
点
あ
る
が
、

点
数
的
に
は
多
く
な
い
。
内
容
の
わ
か
る
来
簡
の
削
屑
は

王
家
木
簡
の
削
屑
を
考
え
る
上
で
、
キ
ー
と
な
る
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

「
進
出
」
な
ど
文
書
木
簡
の
断
片
と
思
し
き
削
屑
の
断

②
移

「
進
」
、
な
い
し
「
進
上
」

で
書
き
出
す
物
品
の
進
上
木

式
の
進
上
状
の
削
屑
は
見
ら
れ
な
い
。

④
牒
⑤
宣
⑥
進

（
上
）
木
簡

木
簡
に
四
点
あ
る
が
削
屑
に
は
見
ら
れ
な
い
。

木
簡
に
一
点
あ
る
が
削
屑
に
は
見
ら
れ
な
い
。

①
解

解
の
削
屑
は

―
二
点
（
木
簡
は

一
点
。
以
下
同
じ
）
あ
る
。
主
殿
司
解

ま
ず
文
書
木
簡
の
削
屑
に
つ
い
て
。

次
に
、
長
屋
王
家
木
簡
の
削
屑
の
内
容
を
整
理
し
て
お
く
。

2

文
書
木
簡
の
削
屑
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削屑からみた長屋王家木簡

伝
票
木
簡
は
大
き
く
次
の
五
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

支
給
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。
）
こ
で
伝
票
木
簡
と
称
す
る
の
は
、
長
屋
王
家
木

3

伝
票
木
簡
の
削
屑

あ
る
。

C

外
部
か
ら
の
来
簡
と
し
て
は
、

I
系
統
の
家
政
機
関
宛
の
物
品
進
上

状
の
削
屑
は
若
干
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
長
屋
王
家
の
菜
園
か
ら
の
も
の
で

あ
る
。
同
じ
長
屋
王
家
に
関
係
す
る
機
構
で
も

II
系
統
の
家
政
機
関
か
ら
の
来

簡
の
削
屑
は
な
く
、
ま
た
長
屋
王
の
家
政
機
関
と
直
接
関
係
の
な
い
機
構
、
例

え
ば
木
簡
に
み
え
る
「
雅
楽
寮
」
な
ど
官
司
か
ら
の
来
簡
の
削
屑
は
全
く
み
ら

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
来
簡
は
基
本
的
に
は
削
ら
な
い
で
廃
棄
し
て

お
り
、
削
っ
て
再
利
用
は
し
て
い
な
い
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
機
構
内
部

で
作
成
し
た
木
簡
、
な
い
し
機
構
内
の
木
簡
に
準
ず
る
木
簡
（
具
体
的
に
い
う

と
御
田

・
御
薗
の
進
上
状
）
は
、
削
っ
て
再
利
用
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考

え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
削
ら
れ
な
い
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
文
書
木
簡

を
送
っ
て
き
て
い
る

II
系
統
の
家
政
機
関
、
削
っ
て
再
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
物
品
の
進
上
状
を
送
っ
て
き
て
い
る
御
田

・
御
薗
の
対
比
が
浮
か
び
上
が

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
と

I
系
統
の
家
政
機
関
と
の
関
係
を
考
え
る
手
掛
か

り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

①
伝
票
木
簡
の
構
成
要
素

つ
ま
り
、

II
系
統
の
家
政
機
関
と

簡
の
う
ち
の
約
半
数
近
く
を
占
め
る
、
米
（
飯
と
記
す
例
そ
の
他
も
少
し
あ
る
）

次
に
個
々
の
構
成
要
素
の
う
ち
伝
票
木
簡
の
最
も
ヴ
ァ
ラ
エ
テ

+
c受
取
人
＋

D
支
給
日
付
十

E

支
給
責
任
者

さ
て
、
個
々
の
伝
票
木
簡
の
削
屑
が
、

原
伝
票
木
簡
の
ど
の
部
分
の
削
屑
か
の

の
削
屑
が
ど
の
程
度
あ
る
か
を
整
理
す
る
と
、
図
二
の
よ
う
に
な
る
。

D
|
E
を
記
す
の
が
最
も
一
般
的
な
伝
票
木
簡
の
害
式
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

例
え
ば
日
付
だ
け
の
削
屑
と
か
人
名
だ
け
の
削
屑
な
ど
は
、
伝
票
木
簡
に
由
来

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
、
実
際
に
は
こ
れ
以
上
の
多
数
の
伝
票
木
簡

に
由
来
す
る
削
屑
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
重
複
を
考
慮
す
る
と
少

な
く
と
も
一
―

1
0
0
点
程
度
の
伝
票
木
簡
を
削
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
0
九
一
型
式
以
外
の
伝
票
木
簡
の
点
数
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
量
で
あ
る
。

②
被
支
給
者

ィ
ー
に
富
む
部
分
で
あ
る
被
支
給
者
の
記
載
か
ら
、
伝
票
木
簡
の
削
屑
の
特
徴

を
考
え
て
み
た
い
。
伝
票
木
簡
の
被
支
給
者
を
、
木
簡
と
削
屑
に
分
け
て
整
理

I
系
統
の
家
政
機
関
の
相
対
的
独
立
性
と
い
う
要
素
で
あ
る
。

C
か
ら

D
に
か
か
る
削
屑
が
少
な
い
の
は
、

表
面
に

A
|
B
|
C
、
裏
面
に

判
断
は
容
易
で
あ
る
の
で
、
ど
の
部
分

ほ
ぼ
守
ら
れ
て
い
る
。

れ
な
い
。

信
任
ら
の
要
素
及
び
そ
の
記
載
順
序
は

る
か
は
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
る
が
、

木
簡
の
表
裏
に
ど
の
よ
う
に
記
載
す

A
被
支
給
者
＋

B
支
給
品
目

・
量

A 

185 

llZ 

B
 
C
-
2
7
 

E
 

35 71 

6
 

2
 

図2 伝票木簡の構成要素と点数
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表 2 伝票木簡の被支給者

被支給者 木簡 削屑 被支給者 木簡 削屑 被支給者 木簡 削屑

鉛取少子 1 1カ 川瀬万呂 4 御所進 17 5 
犬司少子 1 木赤麻呂 3 1 内進 10 5 
西宮（人） 1 5 氷大麻呂 1 内御所 2 
博士 3 1 （西宮侍）酒人麻呂 1 2 内親王御所 8 
医（師） 8 4 丹比部広万呂 1 大許 1 

女医 1 丈部万呂 1 大行米 1 
薬師処 1 秦麻呂 1 大御飯米 1 
画師（画写人） 10 7 壬生五百村 1 親王進 1 
障子作画師 2 山口造麻呂 1 幸行用 1 
障子作人 1 小野亡コ 1 春日宮口進 1 

秩師 ， 3 二田 1 安（阿）倍大刀自 2 2 
書法模人 5 1 小木 1 石川夫人（大刀自） 15 4 
書法作人 1 狛 2 竹野王子 7 3 
書法（所）僧 1 1 古万呂 4 竹野王子（女）医 2 
書写人 1 鴫万呂 1 山形（方）王子 3 2 

経師 3 1 手古 1 山形皇子宮帳内 1 
装潰 1 縄万呂 1 1 山形皇子宮（女）竪 2 
峡作帳内 1 馬手 1 山方皇子御湯曳人 1 
（文）校帳内 2 真山 1 粟田皇子 3 
仏造帳内 1 鹿黒女 1 二王子 1 

仏造（司） 1 1 小依女 1 矢釣王 4 1 
仏聖 1 殿女 1 石川王 1 
菩提 2 口太女 1 田持王 1 
尼 ， 2 □女 1 坂合部王帳内 2 
僧 5 河内沙弥 1 王（等） 1 2 

供養始人 1 明縁沙弥 1 園形若翁 5 2 
鋳物所 2 沙弥 1 知努若翁 (1) 
，，長 1 宮内侍□□人嶋足 1 右→公羽 3 
，，， 帳内 2 式部省人 1 太若翁 3 
ク雇人 3 散位寮 3 膳若翁 1 

鋳物師 4 散位寮帳内 1 小治田若翁 2 
鍍盤所 1 隠伎宰 1 忍海部若翁 2 
ク長 1 伊豆国造 1 忍海部若翁乳母 1 
ヶ帳内 1 // 従 1 忍海部若翁女竪 1 
，，， 雇人 1 侍従 4 馬甘若翁 2 

，，， 銅造 1 御所人 8 6 馬甘若翁御湯曳人 1 
鍍盤（師） 7 人給 1 日下若翁 1 
長 1 司人 3 若翁少子 3 
銅造所 1 司掃守 1 コ翁大許 1 
銅造手人 1 司 1 若翁犬 2 

銅造 3 政人 27 ， 太若翁犬 1 
口銅作手 1 帳内司 4 1 若翁博士 1 
銀銅打 1 帳内 23 36 若翁乳母 1 
鍛冶 1 1 （泉）幸行帳内 2 書吏人 1 
鍛師 1 沓敷藁刺帳内 1 石川大夫 2 

□エ司 1 口田遣帳内 1 布勢大夫 1 
工司 5 1 自都家来帳内 1 ，，， 馬従 1 
，'工 4 1 丹波柚帳内 1 口辺大夫 1 
ヶ帳内 3 1 綿作（所）帳内 2 大夫 1 
御鞍（作）所 2 □作鹿遣帳内 1 阿倍朝臣 1 

御鞍具作司 2 1 馬司帳内 6 1 大春日朝臣 1 
御鞍具人 1 馬寮帳内 1 春日旦臣 1 
御鞘作 1 内侍帳内 1 高橋朝臣 (1) 1 
要帯（師）（作人） 2 2 春日宮帳内 1 大伴宿祢 1 
須保弓 6 2 遣帳内 1 田辺史 1 

沓縫 4 1 少（小）子 20 16 置始佐官 1 
羅縫 1 鶴司少子 2 1 石辺田君 1 
薦縫 1 西宮（年）少子 12 2 大伴四綱 (1) 1 
背替縫 1 司少子 1 上野君菟万呂 1 
革袖高家 1 下番少子 3 1 金集大宅 1 
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削屑からみた長屋王家木簡

被支給者 木簡 削屑

狛人 1 
百済人 1 
新羅人 2 
辛女 4 
ク従 1 

今奴婢 2 
隠伎奴婢 1 
大宮殿守奴 1 
奴 3 
婢 2 1 

乞者 1 
犬 8 3 
御馬屋犬 1 
鶴 2 
打散（蒔） 2 1 

炭焼所打蒔分 1 
柱立所祭 1 
宮内神祭分 1 
縫殿神祭 1 
縫殿 1 

大窪神 1 
籠筒会 1 
白米 1 
粉米 2 2 
粉米穎 1 

楷粉米 1 
麦粉米 5 1 
小麦粉米 2 
生粉米 1 
維粉米 1 

粥米 2 
絢粥米 1 
衣粥米 1 
襖分粥米 1 
間食 3 

不食分米 1 
年魚酢分米 1 

支
給
者
が
削
屑
に
み
え
る
場
合
、

b

る
と
、

a
木
簡
に
全
く
見
え
な
い
被

る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
削
屑
が
あ

被
支
給
者
に
つ
い
て
、
木
簡
の
点
数

い
で
あ
ろ
う
。
点
数
で
い
う
と
、
各

く削屑に含まれているとみてよ

被支給者 木簡 削屑

葛取遣雇人 1 
薪取遣雇人 1 
桔取遣雇人 1 
柏取雇 1 
都家遣雇人 1 

米運雇人 1 
薪取 1 
河内遣 1 
扉工 1 
仕丁 6 11 

司々充仕丁 1 
馬甘仕丁 1 
仕丁晰身麻呂 1 
晰（丁） 2 
膳司荷持 1 

綱持役丁 2 1 
口持丁 1 
津縄持 1 
贄持 1 
輿籠持晰 1 

御垣塞晰 1 
土塗晰 1 
水取司晰 1 
薪運廊 1 
衛士晰 1 

絃刺衛士 1 
籠作（造）衛士 1 1 
衛士 3 
御弓造兵舎人 1 
下総役人 1 

春日宮造役人 1 
草運人 1 
百枝亭蓑造 3 
大御根持参人 1 
牛乳持参人 1 

牛乳煎人 1 
旦風来人 1 
都祁人 1 
山口御田作人 1 
矢口司 6 1 

佐貴里田カ 1 
御田人 1 
車借人 1 
宇太借人 1 
隼人 1 

み
え
る
被
支
給
者
は
、
ほ
ぼ
万
遍
な

さ
て
、
こ
の
表
に
よ
る
と
、
木
簡
に

い
て
は
取
り
あ
え
ず
お
い
て
お
く
。

る
が
、
こ
こ
で
は
具
体
的
内
容
に
つ

報
を
伝
え
る
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ

飼
っ
て
い
た
動
物
に
至
る
ま
で
の
情

出入りしていた人々、さらには

被支給者 木簡 削屑

矢作 1 
太刀造 1 
褥縫 2 1 
縫油人 1 
輛轄（転）師 5 1 

染女 1 1 
縫殿女 1 1 
奈閑作 2 
土師（作）女 5 1 
徒造女 1 

椅子工 1 
琴作工 1 
木履作人 1 
机作 1 
金漆人 1 

五月物作人 1 
口張真編人 1 
司皮作 1 
気作 1 
立丁 2 

雇人 10 6 
（御）馬司 4 
馬寮 2 
馬司扉人 1 1 
馬司草持雇人 1 

馬司大伴鳥 1 
馬司東人 1 
馬司大末呂 1 
御馬甘 1 
御馬曳 1 

馬作医 1 
氷司秦国勝 1 
，，秦石床 1 
薗作雇人 2 
薗遣雇人 1 

寺遣雇人 1 
竹野王子山寺遣雇人 1 
都祁宮造雇人 1 
掃守雇人 1 
口宮屈人 1 

口司屈人 1 
須理作雇人 1 
屏風持雇人 1 
河内絹持雇人 1 
輛瞬木切遣雇人 1 

王
邸
の
住
人
や
使
用
人
、
あ
る
い
は

被
支
給
者
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
長
屋

点
数
と
は
合
致
し
な
い
。

カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
、
木
簡
の

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

の
被
支
給
者
が

一
点
の
木
簡
に
記
さ

し
て
み
た
の
が
表
二
で
あ
る
。
複
数
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4

横
材
の
米
支
給
木
簡
の
削
屑

内
・
某
仕
丁
・
某
衛
士
と
し
て
登
場
す
る
の
が
一
般
的
な
の
で
、
某
の
部
分
の

A
被
支
給
者
＋

B
支
給
品
目
・
量
＋

c受
取
人
＋

D
支
給
責
任
者

る
帳
薄
木
簡
の
削
屑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
て
し
か
存
在
し
な
い
。

い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

横
材
木
簡
は
、
遺
物
と
し
て
出
土
す
る
以
上
に
、

一
般
的
に
広
く
利
用
さ
れ
て

木
簡
の
点
数
が
削
屑
の
点
数
よ
り
極
端
に
多
い
場
合
、
特
に
削
屑
が
全
く
な
い

場
合
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
何
ら
か
の
要
因
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

a
と
し
て
は
、
石
川
大
夫
、
菩
提
、
都
祁
宮
造
雇
人
、
百
枝
亭
喪
造
な
ど
が

あ
る
。
都
祁
宮
と
か
百
枝
亭
な
ど
の
よ
う
に
固
有
名
詞
に
関
わ
る
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
み
る
と
、
継
続
的
な
米
の
支
給
で
は
な
く
、
特
定
の
事
業
に
関
わ
る
一

回
性
の
事
象
に
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
木
簡
よ
り
削
屑
が
多
い
事

例
も
含
め
て
拾
う
と
、
露
盤
師
、
銅
造
な
ど
に
も
同
じ
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
定
の
時
期
に
寺
院
の
造
営
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
帳
内
、
仕
丁
、
衛
士
な
ど
に
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
某
帳

残
ら
な
い
削
屑
が
必
然
的
に
増
加
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

b
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
内
親
王
、
内
親
王
御
所
（
御
許
）
が
あ
り
、

(
2
)
 

若
翁
も
圃
形
若
翁
を
除
く
と
、
他
の
若
翁
（
太
若
翁
・
膳
若
翁
・
忍
海
部
若
翁

．

小
治
田
若
翁
・
馬
甘
若
翁
）
の
削
屑
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
が
目
を
引
く
。

具
体
的
に
内
毅
王
が
誰
で
あ
る
か
は
、
説
が
分
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
吉
備
内
親

王
と
み
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
う
す
る
と
、
長
屋
王
の
正
妻
吉
備

内
親
王
と
、
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
含
む
若
翁
の
削
屑
が
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
と
い
う
の
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

伝
票
木
簡
の
削
屑
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
次
に
横
材
の
食
料
支
給
の
木

簡
の
削
屑
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
横
材
の
木
簡
と
い
う
の
は
、
木
目
の
方
向

に
沿
っ
て
文
字
を
記
す
通
常
の
木
簡
と
異
な
り
、
木
目
と
直
角
の
方
阿
に
文
字

を
記
す
木
簡
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
例
え

あ
り
、
木
簡
の
利
用
の
あ
り
方
と
し
て
は
け
っ
し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
横
材
の
木
簡
が
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
木
目
に

沿
っ
て
割
れ
る
と
記
述
が
断
片
的
に
し
か
残
ら
ず
、
ま
と
ま
っ
た
内
容
を
捉
え

る
の
が
難
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
帳
簿
様
の
記
録
を
書
き
継
い
で
い
く
た

め
に
は
、
木
簡
を
縦
に
数
段
に
わ
た
っ
て
、
あ
る
い
は
追
い
込
み
で
記
載
し
て

い
く
よ
り
は
、
横
材
の
木
簡
と
し
て
使
う
方
が
見
易
く
ま
た
効
率
的
で
あ
る
。

長
屋
王
家
木
簡
の
横
材
木
簡
に
つ
い
て
、
初
め
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
削
屑
以
外
に
は
横
材
の
木
簡
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
（
完
形
品
が
一
点
だ
け
で
あ
る
。
大
御
飯
米
の
進
上
に
関
わ
る
も
の
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
後
述
）
。

つ
ま
り
、
横
材
の
米
支
給
木
簡
は
、
基
本
的
に
は
削
屑
と

次
に
、
長
屋
王
家
木
簡
の
削
盾
の
特
性
と
し
て
比
較
的
大
き
な
削
屑
が
多
い

の
で
、
横
材
の
木
簡
に
つ
い
て
も
内
容
を
か
な
り
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
長
屋
王
家
木
簡
の
横
材
木
簡
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
要
素
か
ら
な

ば
「
平
城
宮
木
簡
」

一
に
収
録
さ
れ
た

s
k八
二

0
出
土
木
簡
な
ど
に
も
例
が
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削屑からみた長屋玉家木簡

但
し
、
伝
票
木
簡
と
の
顕
著
な
差
異
が
二
つ
あ
る
。

―
つ
に
は
、
前
述
の
よ

り
、
そ
の
内
容
を
連
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

よ
う
に
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

伝
票
木
簡
と
横
材
木
簡
の
関
係
を
以
上
の
よ
う
に
捉
え

記
載
内
容
を
大
雑
把
に
整
理
す
る
と
、
被
支
給
者
ー
―
―
一
五
件
、
支
給
品
目
・

最
ー
一
五
件
、
受
取
人
ー
ニ

0
件
、
支
給
責
任
者
ー
ニ
〇
し
三

0
件
分
の
削
屑

が
あ
る
。
具
体
的
な
被
支
給
者
と
し
て
は
、
親
王

・
政
人
・
馬
ー

・
鍛
冶
ー

・

奴
•
石
川
夫
人
・
し
若
翁

・

帳
内

・

エ
司

・

露
盤
・
少
子
な
ど
、
受
取
人
と
し

て
は
廣
嶋

・
乙
万
呂

・
道
万
呂
・

自
な
ど
が
み
ら
れ
、
項
目
だ
け
で
な
く
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
米
支
給
の
伝
票
木
簡
と
瓜
――

つ
で
あ

う
に
個
々
の
支
給
項
目
に
日
付
の
記
載
が
な
い
こ
と
。
二
つ
に
は
個
々
の
支
給

項
目
に
合
点
が
付
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

「
口
三
月
口
」
と
い
う
記
載
の
あ
る
削
屑
（
四
一
下
）
が
あ
る
か
ら
、
某
日
と

い
う
記
載
は
確
認
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
日
毎
の
記
録
で
あ
り
、

タ
イ

ト
ル
と
し
て
日
付
を
ま
ず
書
き
、
そ
の
日
の
分
の
支
給
を
順
次
記
載
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
日
付
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

一
方
後
者
は
、
横
材
の
食
料
支
給
木
簡
と
伝
票
木
簡
と
の
関
係
を
考
え
る
上

で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
合
点
は
何
ら
か
の
照
合
を
行
っ
た
結
果
付

ま
ず
伝
票
木
簡
で
あ
る
が
、
伝
票
木
簡
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
を
明

確
に
示
し
た
も
の
は
な
い
が
、
長
屋
王
家
木
簡
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
被
支
給
者
の

伝
票
木
簡
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
被
支
給
者
が
廃
棄
し
た
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
伝
票
木
簡
を
作
成
し
た
部
署
で
ま
と
め
て
廃
棄
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
場
合
、
木
簡
作
成
部
署
と
米
の
支
給
部
署
が
同

一
な
の
か
否
か
は
難

し
い
問
題
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
は
、
木
簡
作
成
部
署
1
1
食
料
支
給
担
当
部

局
と
み
て
、
食
料
支
給
担
当
部
局
で
、
米
の
支
給
の
都
度
、
そ
の
支
給
に
関
す

る
伝
票
と
し
て
作
成
し
、
保
管
し
た
と
み
る
の
が
も
っ
と
も
単
純
で
あ
る
。
し

か
し
、
被
支
給
者
だ
け
で
な
く
受
取
人
を
一
々
記
し
て
い
る
点
を
重
視
す
る
な

取
人
と

D
支
給
責
任
者
と
い
う
字
配
り
に
な
っ
て
い
る
。

わ
た
る
場
合
に
は
、

一
行
め
に

A
被
支
給
者
と

B
支
給
品
目
、

二
行
め
に

C
受

こ
れ
は
日
付
が
な
い
点
を
除
き
、
伝
票
木
簡
の
構
成
要
素
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
一
行
な
い
し
二
行
で
伝
票
木
簡
一
点
分
の
内
容

が
完
結
し
、
順
次
記
載
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
記
載
が
二
行
に

さ
れ
る
か
ら
、
伝
票
木
簡
を
単
に
日
毎
に
集
成
す
る
だ
け
で
は
な
い
、
別
の
機

能
を
果
た
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
毎
に
集
成
し
た
上
で
、
何
ら
か
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
と
照
合
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
照

合
対
象
は
伝
票
木
簡
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
伝
票
木
簡
の

作
成
か
ら
あ
る
程
度
の
時
期
を
お
い
て
横
材
の
食
料
支
給
木
簡
が
作
成
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
照
合
の
時
期
を
想
定
す
る
の
が
難
し
い
の
で
、
伝
票
木
簡
の
作

成
と
同
時
に
横
材
の
食
料
支
給
木
簡
に
も
そ
の
控
え
が
記
録
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
伝
票
と
横
材
は
同
時
に
作
成
さ
れ
、
伝
票
木

簡
の
発
行
控
え
が
横
材
木
簡
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

③
伝
票
木
簡
の
機
能

る
と
、
伝
票
木
簡
と
横
材
木
簡
に
よ
る
食
料
支
給
の
構
造
は
全
体
と
し
て
ど
の
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密
な
こ
と
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
米
の
支
給
を
受
け
る
人

(
A
)
は
、
自
ら
あ
る
い
は
代
理
の
受

取
人

(
C
)
を
伝
票
木
簡
作
成
部
局
（
米
の
管
理
を
行
う
部
局
。
具
体
的
に
は
政
所

で
あ
ろ
う
）
に
赴
か
せ
、
こ
こ
で
伝
票
木
簡
を
作
成
し
て
も
ら
う
。
作
成
者
は

伝
票
木
簡
に
支
給
責
任
者

(
E
)
と
し
て
署
し
、
伝
票
発
行
の
控
え
を
横
材
の

票
木
簡
を
持
参
し
て
食
料
支
給
担
当
部
局
な
い
し
米
を
実
際
に
支
給
す
る
場
所

（
米
倉
で
あ
ろ
う
）
に
赴
き
、
伝
票
の
記
載
内
容
に
則
っ
て
米
の
支
給
を
受
け

る
。
そ
の
際
恐
ら
く
伝
票
木
簡
は
支
給
と
引
き
替
え
に
差
し
出
す
の
で
あ
ろ
う

（
伝
票
が

一
括
し
て
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
伝
票
の
機
能
か
ら
考
え
て
、

C

が
保
持
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
）
。
支
給
担
当
部
局
で
は
、
米
の
支
給

の
替
わ
り
に
受
け
取
っ
た
伝
票
木
簡
に
孔
を
あ
け
、
紐
を
通
し
て
束
ね
て
保
管

す
る
。
孔
の
位
置
が
文
字
の
記
載
位
置
に
無
頓
着
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
、
支

給
と
い
う
機
能
は
既
に
果
た
し
て
い
る
か
ら
、
当
面
の
保
管
が
で
き
れ
ば
、
厳

さ
て
、
支
給
部
局
で
は
、
受
け
取
っ
た
伝
票
木
簡
を
日
毎
に
束
ね
て
、
こ
れ

を
伝
票
木
簡
作
成
部
局
に
回
送
す
る
。
こ
れ
は
即
座
に
二
次
利
用
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
支
給
の
機
能
を
果
た
し
回
送
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
控
え
の
横
材
の
米

支
給
木
簡
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
そ
れ
が
横
材
木
簡
の
合
点
な
の
で
は
な
か
ろ
う

木
簡
に
記
録
す
る
。

一
方
、
伝
票
木
簡
を
受
け
取
っ
た
人

(
C
)
は
、
こ
の
伝

る
こ
と
が
で
き
る
。

ら
ば
、
木
簡
作
成
部
局
+
食
糧
支
給
担
当
部
局
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
伝
票
木
簡
の
利
用
の
あ
り
方
を
、
図
三
の
よ
う
に
想
定
す

9
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参 持 を 米 力ゞ c ⑤ 
参 持 を 簡 木 票 伝 力ゞ c ③ 

⑤ 伝 票 木 簡 を 回 ・ 又

I 米支給担当現場（米倉） I 

④伝票木簡と引き替えにCに米(B)を支給

伝票木簡は紐を通して日毎に束ねて一旦保管
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削盾からみた長屋王家木簡

か
。
チ
ェ
ッ
ク
の
意
義
と
し
て
は
、

重
視
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
あ
ろ
う
。

二
重
に
米
支
給
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
の
伝
票
木
簡
が
い
わ
ば
そ
の
機
能
を
果
た
し
終
え
て
い
る

こ
と
を
台
帳
に
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
伝
票
木
簡
に
は
日
付

が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
悪
用
さ
れ
る
危
険
性
は
少
な
い
と
い
え
る
が
、
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
の
な
い
木
簡
は
、
要
注
意
木
簡
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
支
給
部
局

で
は
伝
票
を
持
参
さ
れ
れ
ば
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
記
載

に
従
っ
て
支
給
す
る
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
発
行
元
で
の
チ
ェ
ッ
ク
が

つ
ま
り
、
発
行
し
た
伝
票
が
回
収
さ
れ
既

に
支
給
済
み
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
控
え
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
照
合
を
経
て
初
め
て
伝
票
木
簡
は
必
要
な
く
な
る
、
と
い
う
よ
り

は
で
き
る
だ
け
早
く
抹
消
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
な
る
の
で
あ
り
、
照
合
後
伝
票

木
簡
は
早
速
削
ら
れ
て
二
次
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

伝
票
木
簡
の
一
生
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
際
に
生
じ
る
の
が
伝
票
木
簡
の
削
屑
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
食
料
支
給
部
局
か
ら
直
接
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で

は
な
い
が
、
多
量
の
伝
票
木
簡
の
削
屑
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
再
利
用
を

目
的
と
し
た
削
り
の
結
果
と
み
ら
れ
、
削
る
場
所
と
し
て
は
食
料
支
給
部
局
よ

り
は
、
再
利
用
の
場
所
そ
の
も
の
で
あ
る
木
簡
作
成
部
局
を
考
え
る
方
が
自
然

伝
票
木
簡
の
サ
イ
ク
ル
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
横
材
の
食
料
支
給
木
簡

も
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
横
材
の
食
料

支
給
木
簡
は
、
原
則
的
に
は
そ
こ
に
記
録
さ
れ
た
全
て
の
伝
票
木
簡
が
回
収
さ

れ
な
け
れ
ば
、
削
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
全
て
の
照
合
が
済
ん
で
も
、

日

毎
の
支
給
量
の
集
計
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
即
座
に
二
次
利

用
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
横
材
木
簡
に
は
通
常
の
木
簡
よ
り

も
大
型
の
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
調
整
の
手
間
を
考
え
て
も
、
廃

棄
よ
り
は
再
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
横
材
の
木
簡
に
完

形
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
説
明
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
伝
票
木
簡
と
横
材
の
木
簡
の
関
係
を
臆
測
す
る
の
で
あ
る
が
、

伝
票
木
簡
の
日
付
が
簡
略
で
あ
る
こ
と
、
必
ず
受
取
人
を
明
記
す
る
こ
と
、
横

材
の
完
形
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
木
簡
利
用

の
あ
り
方
を
想
定
す
る
と
、
自
然
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
横
材
の
帳
簿

木
簡
は
、
単
に
伝
票
木
簡
を
集
積
し
た
も
の
で
も
な
い
し
、
ま
た
正
倉
院
文
書

に
見
ら
れ
る
造
東
大
寺
司
写
経
所
の
食
口
案
の
よ
う
に
そ
れ
を
集
計
し
た
も
の

と
も
ま
た
異
な
る
独
自
の
機
能
を
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
横
材
と
い
う
点
だ
け
か
ら
い
う
と
、
先
に
も
触
れ
た
完
形
の
横
材
木

簡
（
以
下
横
材
木
簡
a
と
称
す
る
）
が
あ
る
（
「
平
城
木
簡
概
報
」
二
三
、

か
つ
て
私
は
こ
の
横
材
木
簡
a
に
つ
い
て
、
伝
票
木
簡
を
整
理
し
た
も
の
と
考

(
3
)
 

え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
木
上
か
ら
の
大
御
飯
米
の
進
上
を
日
毎
に
整
理

し
た
も
の
で
、
伝
票
木
簡
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
の
が
今
日
の
通
説
で
あ

(
4
)
 

る
。
し
か
し
、
単
票
を
一
っ
の
帳
簿
に
一
括
し
て
書
き
込
ん
で
い
る
点
は
、
伝

票
木
簡
と
横
材
の
食
料
支
給
の
木
簡
の
関
係
と
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
密
接
な

一
六
頁
）
。
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5

考
課
木
簡
の
削
屑

機
能
的
連
関
を
上
述
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
大
御
飯
米
の
木
簡
と

横
材
木
簡
a
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
再
度
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
横
材
木

簡
a
に
も
、
実
は
伝
票
木
簡
に
対
応
す
る
横
材
木
簡
に
み
え
る
の
と
同
じ
よ
う

に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
全
く
同
じ
で
あ
る
と

通
説
の
よ
う
に
大
御
飯
米
を
進
上
状
と
考
え
る
場
合
の
問
題
点
と
し
て
は
、

毎
日
少
し
ず
つ
の
米
を
女
性
が
進
上
し
て
く
る
の
が
や
や
不
可
解
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
を
集
成
し
た
木
簡
が
な
ぜ
作
ら
れ
る
の
か
が
説
明
し
に
く
い
こ
と
、
米
を

収
納
し
た
あ
と
で
、
そ
の
収
納
記
録
と
何
か
を
照
合
す
る
契
機
が
把
握
し
に
く

い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
確
か
に
、
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
伝
票
木
簡
に

比
べ
て
数
量
が
多
い
こ
と
（
単
位
が
一
桁
違
う
）
、
木
上
御
田
に
い
る
こ
と
の
多

い
忍
海
安
万
呂
が
進
上
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
ま
た
大
御
飯

米
の
み
で
横
材
の
帳
簿
木
簡
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
大
御
飯
米
を
伝
票

木
簡
の
一
種
と
考
え
る
の
に
も
ま
た
一
抹
の
不
安
は
残
る
が
、
伝
票
木
簡
と
横

材
木
簡
と
の
機
能
分
化
を
考
え
る
と
、
大
御
飯
米
の
木
簡
も
伝
票
木
簡
で
あ
る

可
能
性
は
な
お
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
考
課
木
簡
の
削
屑
で
あ
る
。
長
屋
王
家
木
簡
に
完

形
の
考
課
木
簡
が
あ
る
の
は
著
名
で
あ
る
が
、
削
屑
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。

多
く
は
完
形
品
に
そ
の
原
木
簡
の
類
型
が
存
在
す
る
。

具
体
的
に
は
、
数
字
＋

人
名
の
も
の
ー
一
点
、
人
名
の
下
に
年
齢
と
本
貰
地
を
割
書
で
記
す
も
の

I
-

五
点
、

日

・
タ
の
上
日
を
割
書
で
記
す
も
の
ー
ニ
五
点
な
ど
と
な
る
。
但
し
、

木
簡
に
類
例
の
な
い
大
字
で
出
勤
日
数
を
記
す
削
屑
が
多
数
あ
る
。
大
字
で
出

勤
日
数
を
記
す
考
課
木
簡
は
実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
平
城
宮
の
式
部
省
の

木
簡
で
も
大
字
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
完
形
の
考
課
木
簡
に
も
数
字
は
小

日
・
夜
の
上
日
数
の
削
屑
に
は
大
字
の
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
大
字
は

邸
外
の
官
司
へ
の
報
告
な
ど
正
式
の
文
書
・
木
簡
に
用
い
た
と
み
る
の
が
自
然

で
あ
り
、
大
字
の
も
の
が
削
屑
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
大
字
の

考
課
木
簡
は
本
来
邸
外
に
充
て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
と

す
れ
ば
、
そ
の
削
屑
は
二
次
利
用
と
い
う
よ
り
は
文
字
の
修
正
な
ど
に
由
来
す

位
階
の
削
屑
と
し
て
は
、
無
位
ー
三

0
点
、
初
位
ー
一
六
点
、

八
位
ー
七
点
、

七
位
ー
ニ
点
、
六
位

•

四
位
ー
各

一
点
と
い
う
状
況
で
、
右
の
考
課
木
簡
が
邸

内
の
家
政
機
関
に
勤
務
す
る
下
級
官
人
た
ち
の
勤
務
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
こ

考
課
木
簡
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
完
形
品
と
削
屑
の
構
成
比
で
あ
る
。
長
屋

以
外
の
木
簡
）
は
、
考
課
木
簡
全
体
の
約
二
七
％
、
位
階
・
地
名
・
年
齢
な
ど
、

考
課
木
簡
に
由
来
す
る
可
能
性
の
あ
る
削
屑
を
単
純
に
全
部
勘
定
に
入
れ
る
と
、

形
の
あ
る
考
課
木
簡
の
割
合
は
七
％
に
相
当
す
る
。
こ
れ
は
長
屋
王
家
木
簡
の

他
の
タ
イ
プ
の
木
簡
と
比
較
す
る
と
著
し
く
形
の
あ
る
木
簡
の
比
率
が
低
い
。

王
家
木
簡
全
体
で
は
考
課
木
簡
と
判
断
さ
れ
る
形
の
あ
る
木
簡

(
O
九
一
型
式

と
が
わ
か
る
。

る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

い
っ
て
よ
い
。

字
が
多
い
。

一
方
、

二
条
大
路
木
簡
の
中
衛
や
兵
衛
の
考
課
木
簡
と
思
し
き
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6

出
所
を
一
概
に
は
決
め
ら
れ
な
い
削
屑

①
御
田
・
御
薗
の
田
積
を
記
す
削
屑

実
で
あ
る
と
思
う
（
後
述
）
。

7

形
の
あ
る
木
簡
に
類
例
が
な
く
原
木
簡
の
推
定
が
困
難
な
削
屑

に
由
来
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
て
は
、

一
定
期
間
に
わ
た
る
支
給
に
関
わ
る
伝
票
木
簡

例
え
ば
、
形
の
あ
る
木
簡
の
割
合
は
、
伝
票
木
簡
で
は
四
五
％
、
文
書
木
簡
で

は
六
五
％
と
い
う
数
値
を
示
す
。
木
簡
群
全
体
で
も
形
の
あ
る
木
簡
の
比
率
は

一
七
・
八
％
で
、
考
課
木
簡
に
お
け
る
形
の
あ
る
木
簡
の
比
率
は
か
な
り
低
い

し
か
し
、
こ
れ
は
考
課
木
簡
の
残
り
具
合
と
し
て
は
実
は
、
形
の
あ
る
木
簡

の
比
率
は
例
外
的
に
高
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
城
宮
の
式
部
省
の
考
課
木

簡
が
大
羅
に
出
土
し
た
第
一
二
二
次
補
足
調
査
の

S
D
四一

0
0
の
場
合
は
万

・

二
％
、
式
部
省
官
術
内
で
見
つ
か
っ
た
第
二
二
二
次
調
査
の
井
戸
S
E
―
四
六

九
0
の
場
合
は
一

・
九
％
に
過
ぎ
な
い
。

二
条
大
路
木
簡
の
考
課
木
簡
の
削
屑

で
も
、
形
の
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
基
本
的
に
考
課
木
簡
の
場

合
に
は
、
削
屑
が
主
体
で
あ
っ
て
、
形
の
あ
る
も
の
を
伴
わ
な
い
の
が
普
通
と

い
え
よ
う
。
考
課
木
簡
は
基
本
的
に
削
っ
て
再
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
完

形
品
を
廃
棄
し
た
り
割
っ
て
捨
て
た
り
す
る
と
い
う
類
の
木
簡
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
考
課
木
簡
の
通
常
の
あ
り
方
と
対
比
す
る
と
、
点
数
の
認
定

に
は
若
干
問
題
は
残
る
け
れ
ど
も
、
長
屋
王
家
木
簡
の
考
課
木
簡
の
、
形
の
あ

る
木
簡
の
占
め
る
割
合
の
高
さ
は
異
例
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
点
は
長
屋

王
家
木
簡
の
考
課
木
簡
の
廃
棄
の
あ
り
方
の
問
題
と
も
関
係
す
る
興
味
深
い
事

こ
の
他
、
特
徴
的
な
削
屑
で
あ
り
な
が
ら
、
出
所
を
特
定
で
き
な
い
（
い
く

つ
か
の
可
能
性
が
あ
る
）
削
屑
群
と
し
て
は
、
①
人
名
の
削
屑

(-
―10
0
点
余
り
）
。

よ
う
に
み
え
る
。

伝
票
木
簡
の
受
取
人
・
支
給
責
任
者
に
由
来
す
る
も
の
が
主
体
か
。
他
に
考
課

木
簡
や
奴
婢
の
歴
名
木
簡
の
候
補
と
な
り
得
る
。
②
年
齢
の
削
屑
(
-
五
点
余

り
）
。
考
課
木
簡
や
奴
婢
の
歴
名
木
簡
に
由
来
す
る
か
。
年
齢
に
よ
っ
て
あ
る

程
度
の
識
別
が
可
能
。
③
家
政
機
関
の
部
局
名
の
削
屑
(
-
五
点
余
り
）
。
伝
票

木
簡
の
被
支
給
者
の
所
属
部
局
に
由
来
す
る
か
。
発
給
簡
や
来
簡
の
削
屑
の
可

能
性
も
全
く
は
否
定
で
き
な
い
。
④
家
政
機
関
の
職
名
の
削
屑
（
家
令
九
、
家

従
一
、
大
書
吏

一
、
少
書
吏

一
、
書
吏
―
一
七
な
ど
）
。
基
本
的
に
は
伝
票
木
簡
の
支

給
責
任
者
に
由
来
す
る
か
。
伝
票
木
簡
の
被
支
給
者
、
あ
る
い
は
発
給
簡
の
削

屑
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑤
地
名
の
削
屑
（
六
0
点
余
り
）
。
基
本
的
に
は
考
課
木

簡
に
お
け
る
本
貫
地
の
記
載
に
由
来
す
る
か
。
御
田

・
御
薗
の
進
上
状
の
進
上

主
体
部
分
の
削
屑
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑥
年
紀
の
削
屑
（
五
0
点
余
り
）
。
来

簡
•

発
給
簡

・

考
課
木
箇
な
ど
に
由
来
す
る
か
。
⑦
月
日
の
削
屑
（
―
二
五
点

余
り
）
。
基
本
的
に
は
伝
票
木
簡
の
支
給
日
付
に
由
来
す
る
か
。

来
簡
•
発
給

簡
も
あ
り
得
る
。
⑧
斗
量
の
削
屑
（
六
0
点
余
り
）
。
升

・
合
程
度
の
も
の
は
伝

票
木
簡
に
由
来
す
る
か
。
斗

・
升
単
位
の
も
の
は
類
例
が
少
な
い
。
可
能
性
と

一
カ
月
単
位
な
ど
、

個
人
名
＋
田
積
、
機
構
名
＋
田
積
、
地
名
＋
田
積
、
以
上
＿―
-
通
り
の
類
型
が

[
賜
ヵ
]

あ
り
、
個
人
名
と
し
て
は
山
形
王

・
ロ
屋
乳
母
（
三
八
上
の
「
口
王

□

三
町
」
は
、
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で
あ
る
。

接
続
片
の
判
明
に
よ
り
、
「
山
形
王
賜
三
町
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
）
の
よ
う
な

I
系

統
の
家
政
機
関
か
ら
食
料
の
支
給
を
受
け
る
人
々
、

田
辺
黒
麻
呂
や
久
努
売
斐

の
よ
う
な
家
政
機
関
（
そ
れ
も
I
I
系
統
の
家
政
機
関
の
）
の
職
員
の
例
が
あ
る
。

ま
た
、
機
構
名
と
し
て
は
、
司

・
某
司
が
み
え
、
地
名
と
し
て
は
、
矢
口
（
川

辺
・
大
網

•

石
川

・

狛
な
ど
も
か
？
）
が
あ
り
、
古
京
も
こ
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ

こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
木
簡
に
由
来
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

く
「
造
人
」
（
三
八
中
）
の
記
載
も
多
く
み
ら
れ
、
ま
た
「
皆
米
」
（
三
八
中
）
な

ど
と
も
み
え
る
の
で
、
御
田

・
御
蘭
の
経
営
全
般
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
耕
作
に
あ
た
る
人
々
の
食
料
支
給
に
関
わ
る
木
簡
が
原
形
な
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
単
な
る
記
録
で
は
な
く
、
帳
簿

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
そ
の
一
っ
の
根
拠
と

な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

②
奴
婢
の
歴
名
の
削
屑
（
＝
一五
点
余
り
）

田
積
だ
け
で
な

奴
婢
に
関
し
て
は
、
画
指
木
簡
が
未
成
年
の
奴
婢
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定

さ
れ
て
い
る
が
、
多
数
の
奴
婢
が
い
た
こ
と
が
歴
名
の
削
屑
の
存
在
か
ら
わ
か

る
。
名
十
年
齢
（
＋
母
親
の
名
）
、
と
い
う
記
載
を
基
本
と
す
る
。
母
親
の
名
の

註
記
の
あ
る
者
の
最
高
年
齢
は
九
歳
、
な
い
者
の
最
低
年
齢
は

一
0
歳
で
あ
る
。

一
部
に
勤
務
先
の
註
記
の
あ
る
者
が
あ
る
が
、
註
記
は
全
て
「
竹
野
王
子
宮
」

記
載
は
最
低
で
も
二
段
に
わ
た
っ
て
お
り
（
現
存
長
約
二

oem)、
こ
れ
ら
の

よヽ
う。

い
う
こ
と
に
な
る
。

す
い
。

削
屑
は
本
来
長
大
な
奴
婢
の
歴
名
木
簡
数
点
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
削
り
方
は
比
較
的
荒
い
。

竹
野
王
子
宮
に
奴
婢
が
い
た
こ
と
は
、
「
野
王
子
宮
奴
婢
」
（
二
六
中
）
の
削

屑
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
竹
野
王
子
宮
の
み
註
記
が
付
く
も
の
が
あ
る
理

由
は
不
詳
で
あ
る
。
註
記
の
な
い
も
の
が
長
屋
王
の
家
政
機
関
に
所
属
す
る
奴

婢
で
あ
る
点
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
と
す
る
と
、
竹
野
王
子
宮
が
相
対
的
に
独

立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
奴
婢
の
所
属
に
関
す
る
註
記
か
ら
窺
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。
竹
野
王
子
に
関
わ
る
食
料
支
給
は
、
単
独
の
伝
票
木
簡
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
大
許
・
御
所
な
ど
の
表
現
が
多
く
み
ら
れ
る
の
も
、

③
布
の
支
給
に
関
わ
る
削
屑
（
二
0
点
余
り
）

形
の
あ
る
木
簡
に
類
例
が
な
く
、
原
木
簡
を
推
定
し
が
た
い
。
但
し
、
例
え

ば
大
命
木
簡
な
ど
で
、
維
や
布
に
関
わ
る
細
か
な
請
求

・
指
示
が
申
し
送
ら
れ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

＝
一条
二
坊
の
邸
内
に
繊
維
製
品
を
管
理
す
る
部

局
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
何
か
の
帳
簿
の
削
屑
と
考
え
る
と
理
解
し
や

以
上
の
①
し
③
以
外
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
削
屑
が
ど
の
よ
う
な
木
簡

に
由
来
す
る
か
を
(
―
つ
に
限
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
）
推
定
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
形
の
あ
る
木
簡
に
類
例
の
あ
る
削
屑
が
多
い
と

翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
同
じ
よ
う
な
内
容
の
形
の
あ
る
木
簡
、
特
に
完
形

）
の
よ
う
な
竹
野
王
子
の
位
置
付
け
と
関
連
し
よ
う
。
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簡
で
あ
る
の
は
言
を
侯
た
な
い
。

に
し
た
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

考
え
る
の
で
あ
る
。

簡
は
基
本
的
に
は
別
個
に
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
、

品
と
、
そ
れ
に
由
来
す
る
削
屑
が
併
存
す
る
と
い
う
の
は
、
木
簡
の
廃
棄
の
あ

り
方
と
し
て
普
通
な
の
か
ど
う
か
。
例
え
ば
削
っ
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
頻
繁

に
行
わ
れ
た
考
課
木
簡
の
場
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
削
屑
と
形
の
あ
る
木

一
括
し
て
出
士
す
る
こ
と

の
方
が
む
し
ろ
少
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
長
屋
王
家
木
簡
の
場
合
、
多
く
の
削

用
が
そ
の
出
所
（
原
形
）
を
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
伝
票
木

つ
ま
り
、
長
屋
王
家
木
簡
の
削
屑
の
原
形
が

推
定
で
き
る
の
は
伝
票
木
簡
の
削
屑
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
長
屋
王
家
木
簡
に
は
、
形
の
あ
る
特
に
完
形
品
の
伝
票

木
簡
と
、
そ
の
削
屑
が
同
時
に
し
か
も
大
量
に
併
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

何
度
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
伝
票
木
簡
も
削
っ
て
再
利
用
す
る
こ
と
を
前
提

つ
ま
り
考
課
木
簡
と
そ
の
使
わ
れ
方
は
基
本
的

に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
考
課
木
簡
の
あ
り
方
か
ら
類
推

す
る
と
、
伝
票
木
簡
に
つ
い
て
も
同
種
の
形
の
あ
る
木
簡
と
削
屑
は
併
存
し
な

い
の
が
普
通
の
存
在
形
態
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
も
拘
わ

ら
ず
、
先
の
よ
う
な
存
在
形
態
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
長
屋
王
家
木
簡
が
普

通
の
木
簡
群
の
形
成
と
は
異
な
る
契
機
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
半
分
削
っ
て
半
分
は
完
形
で
と
い
う
廃
棄
の
あ
り
方
は
や
は
り
異
常
だ
と

形
の
あ
る
木
簡
と
削
屑
は
、
基
本
的
に
別
個
の
ゴ
ミ
と
し
て
蓄
え
ら
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
削
屑
の
ゴ
ミ
の
形
成
過
程
と
、
木
簡
そ
の
も
の
の
廃
棄
と

1

年
の
記
載
か
ら
み
た
長
屋
王
家
木
簡

長
屋
王
家
木
簡
の
形
成
ー
そ
の
廃
棄
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

が
一
緒
に
進
行
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
削
ら
な
い
で
そ
の
ま
ま
捨
て
れ
ば
削

屑
と
形
の
あ
る
木
簡
が
併
存
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
い
え
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
孔
が
表
面
に
出
て
廃
棄
さ
れ
た
よ
う
な
考
課
木
簡
で
さ
え
、
削
屑
と
と

も
に
ま
と
ま
っ
て
出
士
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
長
屋
王
家
木
簡
の
完
形
の

伝
票
木
簡
の
場
合
に
は
、
と
て
も
使
用
に
耐
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
難

い
形
態
で
あ
っ
て
、
削
り
の
段
階
で
削
り
を
や
め
て
廃
棄
し
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
は
、

I
形
の
あ
る
木
簡
の
ゴ
ミ
と
削
屑
の
ゴ

ミ
が
別
個
に
持
ち
込
ま
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
場
合
、

II
削
り
の
作
業
を
進
め
て
い

る
段
階
で
、
削
っ
て
廃
棄
す
る
の
を
や
め
て
一
括
し
て
投
棄
し
た
場
合
、

ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

の
い

い
ず
れ
の
場
合
も
使
用
に
耐
え
う
る
も
の
を

廃
棄
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
長
屋
王
家
木
簡
の
存
在
形
態
は
か
な
り
異
常
で

I
、
II
い
ず
れ
が
長
屋
王
家
木
簡
の
実
態
な
の
か
は
、
長
屋
王
家
木
簡
の
形

の
あ
る
木
簡
と
削
屑
と
に
何
ら
か
の
ず
れ
、
こ
と
に
年
代
的
な
ず
れ
が
あ
る
の

か
否
か
に
か
か
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
木
簡
群
の
作
成
年

・
月
日

・
地
区
な
ど

の
観
点
か
ら
長
屋
王
家
木
簡
の
全
体
像
を
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

初
め
に
、
年
の
記
載
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
長
屋
王
家
木
簡
の
多
く
を
占
め
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・
和
銅
五
年
ー
大
命
宣
（
二
五
ー
四
頁
上
）
、
移
山
背
御
薗
造
（
ニ
―
ー
七
頁
下
）
、

都
祁
氷
室
（
二
五
ー
ニ
六
頁
）
、
定
税
本
(
-
――
―
-
|
―
二
頁
上
）
、
山
背
薗
司

解
進
上
（
二
五
ー
ニ
五
頁
下
）

・
和
銅
六
年
ー
山
背
薗
進
（
ニ
―

~

1
0
頁
上
）
、
領
へ
の
月
単
位
の
米
支
給

文書木簡

荷札木簡

削屑

和~'','f::':~ ~'~t••• >1

1(上日） 1(進上状）

2
 
亀
一2
-
1
-
8

霊

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

年
紀
の
あ
る
文
書
木
簡
の
主
な
も
の
内
容
を
摘
記
す

後
減
る
が
、
霊
亀
二
年
に
再
び
小
。
ヒ

ー
ク
を
形
成
す
る
。

応
除
外
す
る
）
、
和
銅
七
年
に
大
き
な
ピ
ー
ク
が
あ
り
以

ま
で
降
る
。
削
屑
は
和
銅
三
年
か
ら
み
え
（
大
宝
は

七
年
の
ピ

ー
ク
以
降
急
減
す
る
が
、
下
限
は
霊
亀
二
年

の
も
の
ま
で
所
見
が
あ
る
。

一
方
、
荷
札
木
簡
は
和
銅

ピ
ー
ク
が
連
続
し
、
以
後
徐
々
に
減
る
が
、
霊
亀
二
年

文
書
木
簡
は
和
銅
五
年
か
ら
み
え
、
和
銅
八
年
頃
ま
で

簡

・
削
屑
の
三
つ
に
分
類
し
て
整
理
し
て
み
た
。
ま
ず
、

――
一
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
文
書
木
簡

・
荷
札
木

長
屋
王
家
木
簡
に
み
え
る
年
紀
を
整
理
す
る
と
、
表

て
み
た
い
。

に
有
効
と
考
え
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え

え
る
が
、
逆
に
伝
票
木
簡
の
特
徴
を
浮
き
出
さ
せ
る
の

伝
票
木
簡
の
考
察
に
年
の
記
載
の
考
察
は
不
要
か
に
み

る
伝
票
木
簡
は
年
を
記
さ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、

（―
-＝
―
|
七
頁
下
）
、
作
処
遣
帳
内
に
月
単
位
の
食
料
支
給
(
-
―
-
|―

一四
頁

・
和
銅
七
年
ー
召
文
(
―
ニ
ー
八
頁
上
）
、
矢
口
司
移
ヵ
（
月
単
位
の
食
料
申
請
。

二
七
ー
九
頁
上
）
、
山
背
薗
進
(
―

―
1
-
1
0
頁
上
）
、
伊
勢
税
司
（
ニ
――
―ー
七

頁
下
）
、
氷
裔
（
―
-
五
ー

一
八
頁
下
）
、
緑
紗
緑
等
（
二
七
ー

一
六
頁
上
）
、
進

上
葛
野
郡
米
（
二
五
ー
七
頁
上
）

・
和
銅
八
年
ー
佐
保
解
(
-
―
―
|
1
0
頁
上
）
、
進
上
意
太
都
智
（
ニ
―
ー
ニ
ニ
頁

上
）
、
春
人
功
（
ニ
―
|
-

進
画
部
（
―
-
五
ー
五
頁
下
）
一
頁
上
）
、
山
口
御
田
作
人
（
ニ
―
ー
一

一
頁
上
）
、

・
霊
亀
元
年
ー
長
屋
王
子
宮
符
（
―
-八
ー
四
五
頁
下
）
、
進
上
春
米
（
二
五
ー
六
頁

下
）
、
右
京
職
雇
民
(
―ニ

ー
ニ――
頁
上
）

・
霊
亀
二
年
ー
耳
尤
御
田
司
進
上
（
二
五
ー
―
一
八
頁
下
）

内
容
的
に
は
、
進
上
状
と
一
カ
月
単
位
の
食
料
支
給
に
関
わ
る
木
簡
が
多
く

を
占
め
て
い
る
。
進
上
状
は
和
銅
五
年
か
ら
霊
亀
二
年
ま
で
広
く
分
布
し
て
い

る
が
、
長
屋
王
家
木
簡
中
に
多
数
み
ら
れ
る

II
系
統
の
家
政
機
関
の
発
給
し
た

符

・
移
な
ど
の
文
書
木
簡
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
年
紀
を
記
し
て

い
な
い
も
の
が
多
い
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
和
銅
五
年
の
大
命

宣
木
簡
が
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
（
霊
亀
元
年
の
「
長
屋
王
子
宮
符
」
は
類
例
が
な

く
、
発
給
簡
か
来
簡
か
も
わ
か
ら
な
い
）
。
年
紀
の
な
い

II
系
統
の
家
政
機
関
か
ら

の
来
簡
に
つ
い
て
は
、
伝
票
木
簡
の
年
紀
を
援
用
し
て
大
半
が
霊
亀
二
年
の
も

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
文
書
木
簡
の
年
紀
の
集
中
を
重
視
す
る

上）
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削屑からみた長屋王家木簡

2

月
の
記
載
か
ら
み
た
長
屋
王
家
木
簡

な
ら
ば
、
多
く
は
こ
の
和
銅
互
ー
八
年
頃
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
商
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
書
木
簡
と
荷
札
木
簡
と
は
年
紀
の

一
方
削
屑
に
つ
い
て
も
文
書
木
簡

・
荷
札
木
簡
と
同
時
期
の
和
銅
七
年
に
大

き
な
ピ

ー
ク
が
あ
る
。
そ
の
性
格
（
原
木
簡
）
に
つ
い
て
は
推
測
す
る
し
か
な

い
が
、
文
書
木
簡
や
ザ
何
札
木
簡
を
削
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き

な
い
が
、
年
紀
の
あ
る
木
簡
の
削
屑
と
し
て
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
、
考
課

木
簡
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
文
書
木
簡

・
荷
札
木
簡

・
削
屑
を
通
し
て
、
和

銅
七
年
前
後
に
年
紀
の
大
き
な
ピ
ー
ク
が
き
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
。
こ

の
点
は
、
伝
票
木
簡
が
霊
亀
―一
年
の
も
の
を
主
体
と
す
る
こ
と
と
並
ぶ
、

長
屋

し
か
し
な
が
ら
、
文
書
木
簡

・
荷
札
木
簡
が
和
銅
八
年
以
降
点
数
が
漸
減
す

る
の
に
対
し
て
、
削
屑
は
霊
亀
二
年
に
再
び
大
き
な
ピ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

伝
票
木
簡
は
年
紀
を
書
か
な
い
の
を
原
則
と
す
る
か
ら
、
こ
の
ピ

ー
ク
が
伝
票

木
簡
に
由
来
す
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、
和
銅
七
年
ピ

ー
ク
の
削
屑
と
は
性
格

を
異
に
し
、
伝
票
木
簡
と

一
体
を
な
す
木
簡
群
に
由
来
す
る
可
能
性
は
充
分
あ

る
と
思
う
。
可
能
性
と
し
て
は
発
給
簡
の
削
屑
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
月
日
の
記
載
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
月
日
の
記
載
を
含
む

木
簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
大
量
の
伝
票
木
簡
の
多
く
が
対
象
と
な
っ
て
く

る
の

で
、
伝
票
木
簡
（
推
定
を
含
む
）
と
そ
れ
以
外
の
木
簡
に
分
け
て
、

王
家
木
簡
の
年
代
の
重
要
な
特
徴
と
い
え
よ
う
。

ピ
ー
ク
が
和
銅
五
ー
八
年
で
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。

f
 

し
カ

表4 伝票木簡の月 ・出土地区別点数（木簡／削屑）

（伝票木簡に由来すると考えられる日付のみの削屑を含む）

地区 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 閏月

J 2/0 0/0 2/0 0/0 1/1 0/0 0/0 0/0 3/1 0/0 1/0 0/0 0/0 
I 0/0 0/1 2/0 2/0 1/0 0/0 0/0 2/1 1/0 2/0 1/0 0/0 0/0 

H 0/0 0/1 0/0 1/0 2/0 0/1 5/1 13/4 3/1 1/1 1/0 0/0 0/0 

G 0/0 2/0 2/2 2/0 0/0 0/1 1/2 3/0 3/2 2/0 4/3 2/0 0/0 

F 1/1 4/0 2/0 3/1 2/0 1/0 0/0 2/1 3/4 2/2 19/9 8/4 2/0 

E 1/0 2/0 1/2 1/1 0/0 1/1 0/0 1/0 0/0 2/2 12/1 2/3 0/0 

D 5/0 1/0 0/0 5/1 1/1 0/0 2/0 4/0 4/5 8/1 5/0 5/1 1/0 

C 3/0 1/3 0/1 0/4 0/0 1/2 10/1 12/5 19/5 6/8 15/10 8/2 0/0 

B 1/0 1/0 0/0 1/0 1/1 1/0 0/0 5/4 8/3 10/4 7/2 5/1 0/0 

表 5 その他の木簡の月 ・出土地区別点数 （木簡／削屑）

ゴチック は年紀 (4-8 =和銅、 1・ 2 =霊亀）

地区 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

J 0/0 1/0 1/0 17/0 0/0 0/0 0/1 1/0 0/1 0/0 0/0 0/0 
I 0/0 0/0 0/0 0/0 0/16 0/0 1/0 0/1 0/0 0/0 2/0 0/0 

H 0/0 0/0 0/0 0/0 0/0 0/17 3/0 1/27 37/1 1/12 0/0 0/0 

G 0/0 0/0 0/0 1/0 0/0 56/0 4/0 0/0 1/2 1/0 3/0 1/0 

F 0/0 1/1 0/0 23/0 3/0 1/0 15/0 25/0 0/4 11/1 3/21 5/2 

E 0/0 25/0 0/32 0/0 0/0 0/18 0/12 18/0 36/0 4/0 15/1 0/17・1 

D 0/0 28/0 0/0 0/1 0/0 0/0 15/0 0/18 31/5 1/1 2/0 22/0 

C 0/0 45/0 25/1 2/0 106/0 5/1 75/0 32/17 2/5 57/17 4/27 17/1 

B 17/15 0/0 18/0 1/0 3/27 47/0 74/0 28/0 3/3 3/0 35/0 2/0 
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削屑からみた長屋王家木簡

区
が
八
月
、

G
.
I
.
J
地
区
が
顕
著
な
ピ
ー
ク
な
し
、
と
な
っ
て
い
る
。

も
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
、
「
木
簡
」
「
削
屑
」
に
分
類
し
た
上
で
、
出
土
地
区
を

ま
ず
、
伝
票
木
簡
と
そ
れ
以
外
の
木
簡
に
つ
い
て
、
木
簡
と
削
屑
の
月
別
分

布
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み
た
（
図
四

・
図
五
）
。
初
め
に
伝
票
木
簡
に
つ
い
て
み
る

と
、
削
屑
も
木
簡
も
八
月
か
ら
―
二
月
に
集
中
す
る
。
こ
の
傾
向
は
木
簡
の
場

合
に
殊
に
著
し
い
。
削
屑
と
木
簡
の
比
率
は
年
間
を
通
じ
て
ほ
ぼ
安
定
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
削
っ
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
で
共
通
の
性
格
を
も
ち
、

伝
票
木
簡
は
均
質
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
年
の
後
半
か

ら
一
月
に
か
け
て
、
削
屑
の
比
率
が
や
や
減
少
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
、
こ

れ
は
、
年
の
後
半
へ
の
集
中
が
木
簡
で
特
に
顕
著
な
こ
と
に
対
応
す
る
と
み
ら

伝
票
木
簡
の
均
質
性
を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
に
、
伝
票
木
簡
の
削
屑
と
木

簡
に
つ
い
て
、
地
区
ご
と
の
月
別
分
布
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み
た
の
が
図
六

・
図

七
で
あ
る
。

出
上
地
区
を
加
味
し
な
い
場
合
に
窺
え
た
こ
と
は
、
地
区
の
違
い
を
加
味
し

て
も
な
お
い
い
得
る
。
す
な
わ
ち
、
木
簡
と
削
屑
の
ピ
ー
ク
は
基
本
的
に
一
致

し
て
い
る
。
多
数
の
木
簡
と
、
そ
の
二
割
か
ら
五
割
程
度
の
削
屑
が
共
伴
す
る

形
で
出
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
細
に
み
る
と
、
木
簡

・
削
屑
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
地
区
に
よ
る
ピ
ー
ク
の
ず
れ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
簡
は

B
•
D

地
区
が
一

0
月、

C
地
区
が
九
月
と

―
一
月
、

E
.
F
地
区
が
―
一
月
、

H
地

れ
る
。
ま
た
、
六
月
は
形
の
あ
る
木
簡
の
落
ち
込
み
が
目
立
つ
。

加
味
し
て
整
理
し
た
の
が
表
四

・
表
万
で
あ
る
。

に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、

月
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。
こ
れ
は
特
に

さ
ら
に
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

を
示
す
け
れ
ど
も
、

一
方
微
細
に
み
た
場
合
の
非
均
質
性
は
本
来
一
括
の
木
簡

削
屑
に
つ
い
て
は
、
実
数
が
少
な
い
こ
と
の
影
響
も
あ
る
が
、

C
.
F
地
区

が
一
―
月
に
顕
著
な
ピ
ー
ク
を
作
る
以
外
は
、
比
較
的
バ
ラ
バ
ラ
の
分
布
を
示

こ
の
よ
う
に
形
の
あ
る
木
簡
に
は
地
区
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
削
屑

と
は
や
や
傾
向
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
形
の
あ
る
木
簡
が
数
回
に
分

け
て
投
棄
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
木
簡
と
削
屑
と
が
一
括
廃
棄
で
は

な
い
可
能
性
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
み
る
と
伝
票
木
簡
の

削
屑
と
木
簡
と
で
は
均
質
性
が
高
い
が
、
分
布
に
は
偏
り
が
あ
る
わ
け
で
、
全

体
と
し
て
の
均
質
性
の
高
さ
は
こ
れ
ら
が
本
来
は
一
括
の
遺
物
で
あ
っ
た
こ
と

と
削
屑
が
別
個
の
契
機
で
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
も
読

み
と
れ
る
。
こ
の
点
は
、
デ
ー
タ
に
ど
こ
ま
で
有
意
性
を
読
み
と
る
か
、
今
後

次
に
伝
票
木
簡
以
外
の
木
簡
に
つ
い
て
み
る
と
、
削
屑
も
木
簡
も
年
の
後
半

木
簡
に
顕
著
で
、

し
か
も
五
月
か
ら
七
月
と
、
九
月
か
ら
―
一
月
の

二
つ
の

ピ
ー
ク
が
あ
る
。
削
屑
の
ピ
ー
ク
も
九
月
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
次
第
に
減
少
し

て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
伝
票
木
簡
以
外
の
木
簡
で
は
、
削
っ
た
も
の
と
そ
う
で

な
い
も
の
と
が
別
個
の
性
格
を
有
し
、
均
質
性
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

C
地
区
を
中
心
に
分
布
す
る
五
月
か
ら
七
月
に
ピ
ー
ク
を
も
つ
文
書
木
簡
群
は

や
は
り
異
質
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
同
内
容
の
削
屑
を
共
伴
し
な
い
。
来
簡
を
削

し
て
い
る
。
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わ
か
る
。

長
屋
王
家
木
簡
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
、
今
度
は
出
土
地
区
の
観

点
に
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
長
屋
王
家
木
簡
が
出
士
し
た

S
D
四
七
五

0
の

遺
物
は
、
け
っ
し
て
均
質
に
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
形
成
過
程
を

反
映
し
て
内
容
ご
と
に
特
色
あ
る
分
布
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
木
簡
と
削

屑
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
内
容
の
木
簡
が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
ま

と
め
た
の
が
表
六

・
表
七
で
あ
る
。
ま
た
、
図
八
ー
図
十
は
表
六

・
表
七
に
基

づ
く
も
の
で
、
図
八
は
表
六
の
木
簡
の
地
区
別
比
率
、
図
九
は
同
じ
く
内
容
別

比
率、

図
十
ー
一

・
ニ
は
表
七
の
削
屑
の
地
区
別
比
率
を
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
フ
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
断
片
的
な
木
簡
の
内
容
の
認
定
は
推
定
に
よ
る
も

の
も
あ
り
、
表
に
掲
げ
た
数
字
は
あ
く
ま
で
概
数
と
し
て
、
お
よ
そ
の
傾
向
を

示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
分
布
の
比
率
は
、
木
簡
の
内
容
ご
と
の

地
区
分
布
比
率
、
及
び
地
区
ご
と
の
木
簡
内
容
構
成
比
率
（
こ
の
方
が
各
地
区
の

え
た
上
で
、
内
容
ご
と
に
地
区
別
分
布
を
検
討
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
事
実
が

文
書
木
簡
は
、
全
木
簡
と
類
似
し
た
分
布
を
示
す
が
、

B
.
C
地
区
の
比
率

の
高
さ
、

E
地
区
で
の
落
ち
込
み
が
顕
著
で
あ
り
、
分
布
に
偏
り
が
大
き
い
。

進
上
木
簡
も
全
木
簡
と
比
較
的
類
似
し
た
分
布
を
示
す
が
、
B
地
区
に
極
端

形
の
あ
る
木
簡
全
体
（
以
下
、
全
木
簡
と
略
記
す
る
）
の
地
区
別
分
布
を
お
さ

簡
が
成
立
し
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

あ
り
、
地
区
ご
と
の
特
色
が
際
だ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

一
度
に
ま
と
め
て
廃

特
徴
は
よ
く
わ
か
る
）
の
両
方
を
示
し
た
。

木
簡
の
内
容
に
明
ら
か
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

I
の
各
地
区
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

荷
札
木
簡
は
、
以
上
の
ど
れ
と
も
明
ら
か
に
異
質
な
分
布
を
示
し
、
殊
に
G

地
区
(
G
地
区
の
荷
札
木
簡
は
伝
票
木
簡
を
さ
え
上
回
る
）
を
中
心
と
す
る

F
か
ら

H
地
区
に
極
端
な
偏
り
が
あ
る
。
そ
の
主
体
は
、
近
江
国
か
ら
の
白
米
の
荷
札

木
簡
で
あ
る
。

考
課
木
簡
は
絶
対
量
は
少
な
い
が
、
分
布
に
偏
り
が
大
き
く
、
B
.
C
、
F
、

地
区
ご
と
の
特
徴
と
し
て
は
、
進
上
木
簡
の
多
い

B
地
区
、
伝
票
木
簡
の
落

ち
込
み
の
目
立
つ

D
地
区
、
荷
札
木
簡
の
集
中
が
顕
著
な

G
地
区
、
伝
票
木
簡

や
文
書
木
簡
の
少
な
い

I
地
区
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
地
区
に
よ
っ
て
分
布
す
る

こ
の
よ
う
に
、
形
の
あ
る
木
簡
は
、
木
簡
の
内
容
に
よ
っ
て
分
布
に
特
色
が

棄
さ
れ
た
遺
物
と
み
る
に
は
不
自
然
で
あ
る
。
同
一
部
署
か
ら
内
容
の
構
成
割

合
が
異
な
る
ゴ
ミ
を
複
数
回
に
分
け
て
廃
棄
し
た
か
、
邸
内
の
複
数
の
部
署
か

ら
全
く
内
容
の
異
な
る
ゴ
ミ
を
廃
棄
し
た
の
か
は
、
決
め
手
は
な
い
け
れ
ど
も
、

い
ず
れ
に
せ
よ
複
数
回
に
わ
た
っ
て
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
に
よ
っ
て
長
屋
王
家
木

伝
票
木
簡
は
、
全
木
簡
と
極
め
て
よ
く
似
た
分
布
を
示
す
。

う
反
比
例
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
九
）
。

3

出
土
地
区
か
ら
み
た
長
屋
王
家
木
簡

ら
な
い
こ
と
の
反
映
を
こ
こ
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
あ
る
。

な
偏
り
、

F
.
G
地
区
の
落
ち
込
み
が
あ
る
点
が
異
質
で
あ
る
。
ま
た
、
各
地

区
の
内
容
別
比
率
を
み
る
と
、
進
上
木
簡
が
増
え
る
と
文
書
木
簡
が
減
る
と
い
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削屑からみた長屋王家木簡

ピ
ー
ク
を
持
つ
一
群
で
あ
る
。
位
階
の
削
屑
、
考
課
木
簡
の
削
屑
、
年
齢
の
削

屑
、
地
名
の
削
屑
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
但
し
、
位
階
の
削
屑
の
ピ
ー
ク
は

こ
れ
ら
の
削
屑
は
、
基
本
的
に
は
上
日
を
中
心
と
す
る
考
課
木
簡
に
由
来
す

る
と
考
え
ら
れ
、

H
地
区
周
辺
に
お
け
る
考
課
木
簡
の
削
屑
の
大
最
投
棄
が
想

定
さ
れ
る
。
考
課
木
簡
の
削
屑
に
顕
著
な
の
は
、
分
布
が
削
屑
以
外
の
木
簡
と

際
だ
っ
た
違
い
を
見
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
完
形
の
も
の
を
含
め
て
削
ら
れ
て
い

な
い
考
課
木
簡
は
、
前
述
の
よ
う
に

B
.
C
地
区
、

F
地
区
、

I
地
区
に
ま
と

ま
っ
て
い
た
が
、
考
課
木
簡
の
削
屑
は
こ
れ
ら
と
は
ず
れ
た
分
布
を
示
し
て
い

H
地
区
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る

I
.
J
地
区
に
ま
で
わ
た
る
。

【パ

タ
ー
ン

B
】

基
本
的
に
は
パ
タ
ー
ン

A
に
近
い
が
、
H
地
区
に
顕
著
な

べ
る
と
、

C
地
区
へ
の
集
中
と

D
地
区
で
の
落
ち
込
み
が
顕
著
で
あ
る
。

給
の
木
簡
の
削
屑
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
長
屋
王
家
木
簡
の
主
体
が
伝
票
木
簡
、

及
び
そ
の
削
屑
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
木
簡
に
比

盾
、
家
政
機
関
の
機
構
名

・
職
員
名
の
削
屑
、
人
名
の
削
屑
、
横
材
の
食
料
支

【
パ
タ
ー
ン
A
】

全
削
屑
と
類
似
し
た
分
布
を
示
す
も
の
。
伝
票
木
簡
の
削

は
以
下
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
削
屑
に
つ
い
て
同
様
の
検
討
を
試
み
た
結
果
を
示
し
て
お
く
。
ま
ず
、

削
屑
全
体
（
以
下
、
全
削
屑
と
略
称
）
の
分
布
パ
タ
ー
ン
は
、

G
地
区
で
落
ち
込

む
の
が
目
立
つ
（
こ
れ
は
G
地
区
に
荷
札
木
簡
が
大
量
に
分
布
す
る
こ
と
に
関
連
す
る

現
象
で
あ
ろ
う
）
が
、
基
本
的
に
は
全
木
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
示
す
。

こ
の
全
削
屑
の
分
布
パ
タ
ー
ン
を
基
準
と
し
て
比
較
す
る
と
、
削
屑
の
分
布

荷
札
木
簡
ー
削
ら
ず
に

F
.
G
.
H
地
区
を
中
心
に
廃
棄
。

ず
に

B
.
C
地
区
を
中
心
に
廃
棄
し
て
い
る
。

は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

以
上
の
類
型
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
で
、
年
号
の
削
屑

と
は
、
こ
こ
で
も
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

て
い
く
も
の
で
、
文
書
木
簡
の
削
屑
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
形
の
あ
る
木
簡
の
う

ち
の
進
上
木
簡
の
分
布
パ
タ
ー
ン
と
極
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
で

文
書
木
簡
の
削
屑
と
称
し
て
い
る
削
屑
が
、
文
書
木
簡
全
般
で
は
な
く
、
そ
の

中
で
も
御
田

・
御
薗
の
進
上
状
を
主
体
と
す
る
木
簡
の
削
屑
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
通
常
の
文
書
木
簡
（
来
簡
）
が
削
ら
れ
て
い
な
い
こ

【
パ
タ
ー
ン

D
】

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
B
.
C
、
H
地
区
に
出
土
が
多
い
が
、

E
地
区
に
最
も
高

い
集
中
を
み
せ
る
。
年
号
の
削
屑
が
い
か
な
る
木
簡
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か

以
上
、
断
片
的
に
述
べ
た
木
簡

・
削
屑
の
分
布
か
ら
導
か
れ
る
、
長
屋
王
家

木
簡
の
廃
棄
の
あ
り
方
の
梗
概
を
、
改
め
て
内
容
別
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

．
邸
宅
外
か
ら
の
文
書
木
簡
(
I
I
系
統
の
家
政
機
関
か
ら
の
来
簡
を
含
む
）
ー
削
ら

・
考
課
木
簡
ー
日
常
事
務
で
生
じ
る
削
屑
を

H
地
区
を
中
心
に
廃
棄
。
完
形
品

は
削
屑
と
は
別
に
、

B
.
C
.
E
.
F
.
I
地
区
な
ど
に
廃
棄
。

・
伝
票
木
簡
ー
同
時
期

・
同
内
容
の
木
簡
と
削
屑
を
、
数
回
に
分
け
て
廃
棄
。

【
パ
タ
ー
ン

C
】

南
端
の

B
地
区
を
ピ
ー
ク
と
し
て
北
に
向
か
っ
て
漸
減
し

な
い
こ
と
を
物
語
る
と
い
え
よ
う
。

る
。
形
の
あ
る
考
課
木
簡
と
、
考
課
木
簡
の
削
屑
が

一
括
投
棄
さ
れ
た
の
で
は
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表6 木簡の分布
（上段：点数／中段：地区分布比率〈％〉〈各内容の木簡=100〉／下段 ：内容構成比率〈％〉〈各地区の木簡=100〉)

B地区 C地区 D地区 E地区 F地区 G地区 H地区 I地区 ]地区 Z地区 計

26 37 15 3 12 11 5 

゜
4 3 1]6 

文書木 簡 22.4 31.9 12.9 2 6 10.3 9.5 4.3 

゜
3 4 2.6 

2.94 2 62 2.15 0.40 1.39 1.91 1.06 

゜
1 62 2.19 1.84 

23 16 12 10 5 3 8 2 2 1 82 
進上木簡 28.0 19.5 14.6 12 2 6.1 3. 7 9 8 2.4 2 4 1 2 

2.60 1 13 1. 72 1 32 0.58 0.52 1 69 0.82 0 81 0 73 1.30 

75 108 71 67 72 44 42 5 19 4 507 
伝 票木簡 14.8 21.3 14.0 13 2 14.2 8. 7 8 3 1.0 3. 7 0,8 

8.49 7 .64 10 16 8 85 8.35 7 .64 8 88 2.05 7 .69 2 92 8.06 

21 24 20 19 41 68 34 14 14 5 260 
荷札木簡 8.1 9.2 7. 7 7 .3 15.8 26.2 13.1 5 4 5.4 1.9 

2.38 I. 70 2.86 2.51 4. 76 11.81 7 19 5.67 5.67 3 65 4.13 

3 3 1 2 3 

゜゜
2 

゜゜
14 

考 課木簡 21.4 21.4 7 .1 14.3 21.4 

゜゜
14 3 

゜゜0.34 0.21 0.14 0.26 0.35 

゜゜
0 82 

゜゜
0.22 

7 2 

゜゜
2 3 

゜゜゜゜
14 

画 指木箇 50.0 14.3 

゜゜
14.3 21.4 

゜゜゜゜0. 79 0.14 

゜゜
0.23 0.52 

゜゜゜゜
0.22 

11 

゜゜
1 

゜゜゜
1 

゜゜
13 

奴婢名木簡 84.6 

゜゜
7. 7 

゜゜゜
7 7 

゜゜1.25 

゜゜
0.13 

゜゜゜
0.41 

゜゜
0 21 

I 2 1 

゜
2 

゜
1 

゜゜゜
7 

封絨 木簡 14.3 28.6 14.3 

゜
28.6 

゜
14 3 

゜゜゜0.11 0.14 0.14 

゜
0.23 

゜
0 21 

゜゜゜
0.11 

全 木簡
883 1413 699 757 862 576 473 244 247 137 6291 
14.0 22.4 11.1 12.0 13. 7 9.2 7 .5 3. 9 3.9 2.2 

表7 削屑の分布

（上段：点数／中段 ：地区分布比率〈各内容の木簡=100〉／下段 ：内容構成比率 〈各地区の木簡=100〉)

B地区 C地区 D地区 E地区 F地区 G地区 H地区 I地区 J地区 Z地区 計

17 15 8 ， 2 5 3 

゜
1 2 62 

文書木簡の削屑 27 .4 24 2 12.9 14 5 3.2 8.1 4.8 

゜
1.6 3.2 

0.49 0 18 0 28 0.21 0.05 0.29 0.12 

゜
0.19 0.22 0.21 

90 180 45 84 81 48 52 12 10 19 621 
伝票木簡の削屑 14.5 29.0 7 .2 13. 5 13.0 7. 7 8.4 1.9 1.6 3 1 

2.57 2.15 1. 59 1. 96 2.20 2. 77 2.14 1.60 1 90 2 07 2.14 

25 96 24 32 44 15 17 10 7 7 277 
人名の削屑 9.0 34. 7 8. 7 11.6 15.9 5.4 6.1 3.6 2. 5 2.5 

0.71 1.15 0.85 0. 75 1.20 0.87 0. 70 I. 34 1.33 0. 76 0.95 

家・政職機員名関のの機削構屑
5 22 

゜
5 1 4 3 

゜
2 

゜
42 

11.9 52 .4 

゜
11. 9 2.4 9.5 7 .1 

゜
4.8 

゜0.14 0 26 

゜
0.12 0.02 0.23 0.12 

゜
0.38 

゜
0.14 

8 20 2 6 4 1 10 8 4 

゜
63 

位階の削屑 12. 7 31. 7 3.2 9.5 6.3 1.6 15.9 12 7 6 3 

゜0.23 0.24 0.07 0.14 0.11 0.06 0.41 1.07 0 76 

゜
0.22 

8 18 3 2 2 

゜
14 

゜゜
1 48 

考課木簡の削屑 16.7 37 .5 6.3 4.2 4.2 

゜
29.1 

゜゜
2 .1 

0.23 0.21 0.11 0.05 0.05 

゜
0.58 

゜゜
0.11 0.17 

3 5 1 3 

゜゜
3 1 

゜゜
16 

年齢の削屑 18.8 31.3 6.3 18.8 

゜゜
18.8 6 3 

゜゜0.09 0.06 0.04 0.07 

゜゜
0.12 0.13 

゜゜
0.06 

12 17 6 6 5 3 7 1 

゜
2 59 

地名の削屑 20.3 28.8 10.2 10.2 8.5 5.1 11. 9 1. 7 

゜
3.4 

0.34 0.20 0.21 0.14 0.14 0.17 0.29 0.13 

゜
0.22 0.20 

横材木簡の食の料削屑支給
16 20 6 ， 13 4 4 

゜
1 2 75 

21.3 26. 7 8.0 12.0 17 .3 5.3 5.3 

゜
1.3 2. 7 

0 46 0.24 0.21 0.21 0.35 0.23 0 16 

゜
0.19 0.22 0.26 ， 28 

゜
1 

゜
1 2 

゜゜゜
41 

奴婢歴名の削屑 22.0 68.3 

゜
2.5 

゜
Z 5 4.8 

゜゜゜0,26 0.33 

゜
0,02 

゜
0 06 0.08 

゜゜゜
0.14 

5 11 1 7 2 

゜
1 

゜゜゜
27 

御田・御薗名の削屑 18. 5 40. 7 3. 7 25. 9 7.4 

゜
3. 7 

゜゜゜0.14 0.13 0.04 0.16 0.05 

゜
0.04 

゜゜゜
0.09 

2 12 

゜
8 1 

゜゜゜゜
1 24 

御田の田積の削屑 8.3 50 0 

゜
33.3 4.2 

゜゜゜゜
4.2 

0.06 0.14 

゜
0.19 0.03 

゜゜゜゜
0.11 0.08 

7 6 2 15 6 2 7 2 1 2 50 
年号の削屑 14.0 12.0 4.0 30.0 12.0 4.0 14.0 4 0 2.0 4.0 

0.20 0.07 0.07 0.35 0.16 0.12 0.29 0.27 0 19 0.22 0.17 

全削屑
3499 8376 2839 4294 3680 1734 2433 749 525 918 29047 
12.0 28.8 9.8 14.8 12.7 6.0 8.4 2.6 1.8 3 2 
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き

ゞ

あ

と

カ

か
と
考
え
て
い
る
。

・
進
上
状
ー
伝
票
木
簡
ほ
ど
削
屑
は
多
く
な
い
が
、
あ
る
程
度
削
り
、
形
の
あ

こ
の
よ
う
に
、
長
屋
王
家
木
簡
は
、
基
本
的
に
は
和
銅
か
ら
霊
亀
に
か
け
て

の
短
期
間
に
廃
棄
さ
れ
た
一
括
遺
物
で
は
あ
る
が
、

S
D
四
七
五

0
内
に
均
一

に
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
内
容
ご
と
に
特
色
あ
る
分
布
を
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
廃
棄
さ
れ
る
前
の
ゴ
ミ
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
段
階
で
、
あ
る
程
度
内
容
ご
と
の
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
同
一
部
署
か
ら
内
容
の
構
成
割
合
が
異
な
る
ゴ
ミ
を

複
数
回
に
分
け
て
廃
棄
し
た
か
、
邸
内
の
複
数
の
部
署
か
ら
全
く
内
容
の
異
な

る
ゴ
ミ
を
廃
棄
し
た
の
か
は
厳
密
に
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
強
い
て
言
え
ば

前
者
、
そ
れ
も
あ
る
程
度
の
時
間
差
を
お
い
た
投
棄
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い

外
部
か
ら
の
文
書
木
簡
、
荷
札
木
簡
、
考
課
木
簡
の
廃
棄
の
あ
り
方
に
比
べ

る
と
、
伝
票
木
簡
の
廃
棄
の
状
況
は
や
は
り
か
な
り
不
自
然
で
あ
る
。
外
部
か

ら
の
文
書
木
簡
や
荷
札
木
簡
の
場
合
は
、
基
本
的
に
削
ら
ず
に
、
す
な
わ
ち
ニ

次
利
用
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
廃
棄
す
る
。
但
し
、
意
図
的
に
切
断
し
て
廃
棄
し
た

明
確
な
事
例
は
長
屋
王
家
木
簡
に
は
な
い
が
、
文
書
木
簡
に
は
焼
損
の
痕
跡
の

る
木
簡
と
と
も
に

B
.
C
地
区
を
中
心
に
廃
棄
。

横
材
の
食
料
支
給
木
簡
ー
削
っ
て
伝
票
木
簡
と
と
も
に
廃
棄
。

か
ろ
う
か
。

廃
棄
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
考
課
木
簡
の
場
合
は
、
削
っ
て
二
次
利
用
を
行
う
。
前
述
の

よ
う
に
、
完
形
の
考
課
木
簡
は
削
屑
と
は
一
緒
に
は
出
土
し
な
い
の
が
普
通
で

あ
る
。
何
度
も
削
っ
て
再
利
用
に
耐
え
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
を
除
く
と
、
考

課
木
簡
を
廃
棄
す
る
こ
と
は
通
常
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
考
課

木
簡
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
出
士
の
様
相
、
す
な
わ
ち
形
の
あ
る
木
簡
と
同

一
内
容
の
削
屑
が
一
緒
に
出
士
し
な
い
と
い
う
廃
棄
の
あ
り
方
は
、
け
っ
し
て

特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
削
っ
て
再
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
木
簡
の
場

合
は
、
む
し
ろ
普
通
の
あ
り
方
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
伝
票
木
簡
の

翻
っ
て
考
え
る
と
、
伝
票
木
簡
も
、
基
本
的
に
は
考
課
木
簡
と
同
様
、
削
っ

て
二
次
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
木
簡
で
あ
り
、
削
っ
て
再
利
用
す
る
サ

イ
ク
ル
の
中
に
生
き
て
い
た
。
従
っ
て
、
本
来
伝
票
木
簡
の
完
形
品
と
削
屑
は

一
緒
に
出
上
し
な
い
の
が
、
木
簡
の
利
用
の
あ
り
方
と
し
て
普
通
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
長
屋
王
家
木
簡
に
お
け
る
伝
票
木
簡
の
出

士
の
様
相
は
、
全
く
異
例
と
い
う
べ
き
で
、
そ
う
し
た
異
例
な
様
相
を
呈
す
る

こ
と
に
こ
そ
、
長
屋
王
家
木
簡
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

長
屋
王
家
木
簡
の
伝
票
木
簡
の
完
形
品
と
削
屑
と
は
、
基
本
的
に
同
一
の
内

容

・
時
期
の
木
簡
群
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
木
簡
と
削
屑
と
は
一
括
廃
棄
で
は

な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
一
括
し
て
保
管
さ

(
5
)
 

あ
る
も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
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削屑からみた長屋王家木簡

め
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
あ
る
程
度
量
の
た
ま
っ
た
木
簡
を
、

一
斉
に
削
っ
て

れ
て
い
た
完
形
の
伝
票
木
簡
の
一
部
を
、

二
次
利
用
の
た
め
に
一
斉
に
削
っ
て

削
屑
を
あ
る
程
度
廃
棄
し
た
段
階
で
、
削
り
の
作
業
を
中
止
し
、
残
っ
た
完
形

品
を
一
括
し
て
投
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
切
削
は
恐
ら
く
、
二
次
利
用
の
た

再
利
用
に
供
す
る
、

つ
ま
り
長
屋
王
家
木
簡
の
伝
票
木
簡
は
あ
る
段
階
ま
で
は
、

二
次
利
用
の
サ
イ
ク
ル
の
中
に
確
か
に
生
き
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
何
ら
か
の

要
因
が
作
用
し
て
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
中
断
し
、
削
っ
た
ゴ
ミ
に
加
え
て
、
未
切

削
の
木
簡
が
二
次
利
用
さ
れ
る
こ
と
な

<
s
D
四
七
五

0
に
投
棄
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
何
か
突
発
的
な
要
因
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

削
屑
か
ら
長
屋
王
家
木
簡
を
考
え
る
小
稿
で
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
理
由
を

こ
れ
以
上
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
長
屋
王
家
木
簡
の

様
相
が
木
簡
廃
棄
の
あ
り
方
と
し
て
け
っ
し
て
一
般
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
か

な
り
特
殊
な
様
相
と
み
る
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
小
稿
の
よ
う
な
考

察
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
程
度
数
量
的
な
分
析
が
可
能
な
削
屑
の
デ
ー

タ
が
公
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な

―
つ
の
遺
構
の
木

簡
を
総
体
と
し
て
捉
え
て
分
析
す
る
事
例
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
木
簡
の
廃

棄
、
ひ
い
て
は
利
用
の
あ
り
方
に
も
、
新
し
い
展
望
が
開
け
て
く
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
木
簡
は
一
般
に
け
っ
し
て
単
独
で
出
士
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意

味
で
は
他
の
遺
物
、
特
に
上
器
の
分
析
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
小

稿
に
お
け
る
分
析
も
片
手
落
ち
の
歳
り
を
免
れ
ま
い
が
、
考
古
遺
物
と
し
て
の

木
簡
の
分
析
に
お
け
る
削
屑
か
ら
の
視
点
の
有
効
性
は
提
示
で
き
た
の
で
は
な

t
 

至
ロ(
1
)
I
系
統
、

II
系
統
と
い
う
家
政
機
関
の
呼
称
は
、
奈
良
国
立
文
文
化
財
研
究
所

「平
城
京
左
京
―
一
条
―
一
坊

・
三
条
―
一
坊
発
掘
調
査
報
告
」
に
よ
る
。
同
報
告
は
、

I
系
統
の
家
政
機
関
を
長
屋
王
を
本
主
と
す
る
家
政
機
関
、

II
系
統
の
家
政
機
関

を
高
市
皇
子
の
家
政
機
関
が
本
主
没
後
も
存
続
す
る
も
の
で
、
実
質
的
な
本
主
は

「
北
宮
王
家
」
を
統
括
す
る
長
屋
王
で
あ
っ
た
と
み
る
。

(
2
)

太
若
翁
は
系
譜
関
係
は
確
認
で
き
な
い
が
、
長
屋
王
の
子
で
あ
ろ
う
。
長
屋
王

家
木
簡
の
伝
票
木
簡
に
多
数
み
え
る
が
、
支
給
は
そ
の
犬
に
対
す
る
事
例
が
多
い
。

太
若
翁
は
ま
だ
幼
少
で
、
米
を
食
べ
る
よ
う
な
年
齢
に
達
す
る
か
ど
う
か
の
年
齢

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
犬
も
そ
の
よ
う
な
乳
児
の
愛
玩
用
の
犬
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
3
)

拙
稿
「
長
屋
王
家
木
簡
と
二
つ
の
家
政
機
関
ー
伝
票
木
簡
の
考
察
か
ら
」
『
奈

良
古
代
史
論
集
」
―
-
、
一
九
九
一
年
―
一
月
。

(
4
)

福
原
栄
太
郎
「
長
屋
王
家
木
簡
に
み
え
る
木
上
に
つ
い
て
」
『
日
本
歴
史
」
五

六―

-
、
一
九
九
五
年
――
―
月
。
な
お
、
大
御
飯
米
木
簡
の
排
列
は
、
「
平
城
木
簡
概

報
』
二
五
(
-
九
九
二
年
五
月
）
以
降
、
進
上
木
簡
の
位
置
に
変
わ
っ
て
い
る
。

(
5
)

焼
損
し
た
も
の
が
多
い
の
は
、

II
系
統
の
家
政
機
関
か
ら
の
文
書
木
簡
の
特
徴

で
、
一
旦
火
に
か
け
ら
れ
た
後
、

S
D
四
七
五

0
に
投
棄
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
C
地
区
の
木
簡
に
は
焼
損
し
た
も
の
が
一
六
点
あ
り
、
こ
の
う
ち
内
容

不
詳
の
四
点
を
除
く
―
―
一
点
の
う
ち
、
六
点
が
II
系
統
の
家
政
機
関
か
ら
の
来
簡
、

一
点
が
御
薗
の
進
上
状
、
二
点
が
伝
票
木
簡
で
あ
る
。
『
平
城
京
木
簡
」

一
収
載

の
B
地
区
の
木
簡
で
も
、
焼
損
し
た
も
の
五
点
の
う
ち
―――
点
が
II
系
統
の
家
政
機

関
か
ら
の
来
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
来
簡
の
み
を
意
図
的
に
焼
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
、
木
簡
廃
棄
の
一
っ
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
焼

損
は
部
分
的
で
、
完
全
な
焼
却
を
意
図
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
詳
で
あ
る
。
木

簡
の
焼
却
廃
棄
を
ど
の
よ
う
な
形
で
一
般
化
す
べ
き
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

以
上
で
拙
な
い
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

い
か
と
思
う
。
デ
ー
タ
の
羅
列
に
終
始
し
た
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
が
、
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